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（午前１０時００分） 

◎開会・開議宣言 

○議長（清水顕志君） 皆さんおはようございます。 

今般の物価高により、町民の皆様の生活に多大な影響を受けておりますが、それの

ような中、オホーツク枝幸活力商品券が町内全戸に無料配布され、６月 15 日から利

用が始まっています。また、枝幸漁業協同組合様のご厚意により、ホタテ貝の無料配

布も行われています。町民の皆様の生活の一助となることを期待するところでありま

す。 

それでは、これより、令和８年第２回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

本日の会議を開きます。 

出欠の状況についてご報告申し上げます。ただいまの出席議員は 11 名全員でござ

います。定足数に達しますので、会議は成立いたします。 

それでは、議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０１分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（清水顕志君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

３番岩谷隆行議員、４番渡辺明徳議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（清水顕志君） 日程第２ 会期の決定についてをお諮りいたします。 

本定例会の会期は、６月 16 日開催の議会運営委員会において協議し、本日から 24

日までの２日間としたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から 24 日までの２日間と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 諸報告 

○議長（清水顕志君） 日程第３ 諸報告に移らせていただきます。 

議会の諸報告でございますが、それぞれ皆さんに配布しておりますとおり、３月９

日の開会の第１回定例会以降の会議等についての内容でございますので、主なものだ

けを報告させていただきます。 

第７回まちづくり等調査特別委員会は、第１回定例会終了後の３月 11 日に開催し、

「第３次枝幸町まちづくり計画（素案）について」及び「枝幸町地域公共交通計画に

ついて」の２件について町側から説明を受け、その内容について審議いたしました。 

宗谷町村議会議長会定期総会は４月 13 日に稚内市で開催され、秋川前副議長と事

務局長が出席し、令和８年度の事業概要等について審議されました。また、北海道町

村議会議長会定期総会への提出課題として「物価高騰対策強化について」が決定され

ております。 

初議会前の議員説明会は４月 11 日に開催し、４月 28 日の開会の第１回枝幸町議会

臨時会に向けて円滑な議事進行を図るための事前協議のほか、議員報酬や各種諸制度
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について確認いたしました。 

第１回臨時会は、改選期後の初議会として４月 28 日に開会され、議長及び副議長

選挙、南宗谷衛生施設組合議会議員及び南宗谷消防組合議会議員選挙が行われ、それ

ぞれ当選の告知をいたしました。 

また、常任委員会及び議会運営委員会の設置と正副委員長の互選、さらには、議長

発議として議会広報編集特別委員会及びまちづくり等調査特別委員会の設置について

審議し、決定いたしました。 

町側から提出された議案は、議会選出監査委員の選任及び教育委員会委員の任命に

ついての同意案件、承認案件６件、条例案件２件について審議し、それぞれ同意、承

認、可決をいたしました。 

北海道木育フェスタ 2026「第 76 回北海道植樹祭」が５月９日に枝幸町で開催され、

約 700 人の参加者のもと、鈴木北海道知事をはじめ北海道議会議員など数多くの来賓

の方々が参加されたほか、当議会として議員全員が参加し、植樹を行いました。 

あいにくの激しい降雨の荒天の中ではありましたが、無事、成功裏に終えることが

できました。 

植樹祭開催に向けた準備や大会運営に携わった関係各位に対しまして、この場をお

借りして、深く敬意を表する次第であります。 

議会全員協議会は第２回目を５月 15 日に開催し、常任委員会の所管の見直しにつ

いて協議し、第３回目は第２回臨時会終了後の５月 27 日に開催し、「移住・定住対

策の見直しについて」及び「北海道立枝幸高等学校の地域連携指定に向けた協議につ

いて」の２件について町側から説明を受け、その内容について審議しました。 

宗谷管内町村議会議員研修会が５月 19 日に稚内市で開催され、稚内地方気象台今

井達也次長の講師のもと「宗谷管内におけるこれまでの災害とこれからの防災対策に

ついて」の講演を受けました。地球温暖化の進行により、今後、気温上昇による豪雨

災害リスクの増大、インフラや生活基盤の損壊、農業や漁業への影響、雪の減少によ

る観光業への影響等が懸念されることから、適応策を検討していく必要があるとご指

摘を受けたところであります。 

第２回臨時会は５月 27 日に開会され、識見を有する者の監査委員の選任について

の同意案件、単行議案３件について審議し、それぞれ同意、可決いたしました。 

産業厚生常任委員会は６月５日に開催し、「マテリアルリサイクル施設整備事業に

ついて」など計７件について、総務文教常任委員会は６月８日に開催し、「枝幸高等

学校部活動の遠征等における公用車の貸出しについて」など計２件について、それぞ

れ所管事務調査を行いました。また、あわせて常任委員会の所管事務調査の方法や所

管等の見直しについて委員会内で協議いたしました。 

北海道町村議会議長会定期総会は６月９日に札幌市で開催され、私、清水と事務局

長が出席しました。宗谷町村議会議長会の提出課題であります「エネルギー及び物価

高騰に関する対策強化について」は、豊富町議会の千葉議長より発表していただいた

ところであります。また、「議会の機能強化及び若者・女性が参画する環境整備の促

進」や「地方創生・地方分権の推進と地方財政基盤の強化」など 14 件の大会決議を

採択いたしました。 

議会運営委員会は６月 16 日に開催し、今定例会の議事運営等について審議いたし

ました。 



- 5 - 
 

議会広報特別委員会は同じく６月 16 日開催し、今定例会を主な内容とした議会だ

より第 76 号の編集に向けた協議を行いました。 

以上、簡単ではありますが、議会の事務報告とさせていただきます。 

 

◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 

○議長（清水顕志君） 日程第４ 行政報告を行います。 

小原町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） おはようございます。 

それでは、行政報告をさせていただきます。 

本日は、令和８年第２回枝幸町議会定例会の開催をいただき、誠にありがとうござ

います。 

札幌市において６月 10 日から 14 日までの５日間にわたり開催されました 2026 年

第 35 回よさこいソーラン祭りにおいて、当町の応援大使として活躍されている夢想

漣えさしが、全国から集まった強豪チームがひしめく中、見事ファイナルに進出し、

優秀賞並びに地方車賞を受賞されました。 

本年、結成 30 年という節目を迎えられた夢想漣えさしは、オホーツク枝幸の海を

感じさせる雄大な表現力と、長年培われてきた一体感、そして円熟味を増した演舞は、

多くの観客や全国のよさこいファンに深い感動を与えたことと存じます。これまでの

ご努力と活動に対し、改めて敬意を表しますとともに、今後もさらなるご活躍を期待

申し上げます。 

さて、本定例会につきましては、同意案件が１件、条例案件が３件、補正予算に関

する議案が２件、報告事項３件をご提案申し上げておりますので、よろしくご審議賜

りますようお願い申し上げます。 

それでは、行政報告をさせていただきます。 

３月９日に開会されました令和８年第１回定例会以降の諸行事につきましては、お

手元の報告書をお見通し願うことでご了承いただき、主な事項についてご報告いたし

ます。 

はじめに、北海道知事の地域訪問「なおみちカフェ」の実施についてご報告いたし

ます。 

道では、鈴木直道知事が道内各地を直接訪問し、地域で活躍する方のお話を伺うほ

か、様々な体験を通じて地域の課題や特色等を把握する「なおみちカフェ」を実施し

ております。５月８日、当町でも三笠山展望閣を会場として、３年半ぶりに開催され

ました。 

今回は、当町で開催された北海道植樹祭の前日に南宗谷４町村を訪問され、あいに

くの天候によりオホーツク海の雄大な景観をご覧いただくことはできませんでしたが、

長年、展望閣を管理する鷲見道子さんから、施設の概要や紹介、当町の魅力などをお

伝えをいただきました。 

また、私からは、翌日の植樹祭開催にちなみ、当町林業の成長産業化に向けた取組

を説明するとともに、その一端として、町が拠点施設として移転を支援した株式会社

枝幸木材の鈴木正樹代表取締役から、経営する木材製材工場における道産材の活用促

進などの説明をいただきました。 
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短い時間ではありましたが、終始和やかで実りの多い懇談の場となったところであ

ります。 

次に、５月９日に開催した第 76 回北海道植樹祭についてご報告いたします。 

本植樹祭は、枝幸町合併 20 周年記念として、鈴木北海道知事、伊藤北海道議会議

長をはじめ、道内より多くの来賓の方々、また関係機関、関係企業の職員や多くの町

民の皆様のご参加のもと、あいにくの悪天候とはなりましたが、無事終了させること

ができました。 

また、開催にあたっては、町内産業を紹介する催事ブースの出展やスタッフの昼食

づくり等、町内の多くの企業・団体の皆様に多大なるご支援とご協力をいただきまし

たことをあわせまして、この場をお借りいたして厚くお礼を申し上げます。 

また、式典において、宗谷総合振興局管内で初めて枝幸漁業協同組合と「ほっかい

どう企業の森林づくり」の協定締結を行い、本年秋にはイベント会場を森林に再生す

るための町民植樹祭を開催いたしますので、多くの町民の皆様の参加をよろしくお願

いいたします。 

６月２日に開催した政策調整会議についてご報告いたします。 

本会議は、私や教育長をはじめ、関係課長等により、町政の基本方針及び重要施策

の調整を行い、行政の総合的かつ計画的な推進を図るために設置している会議です。 

本年度は改選期にあたり、早々会議を開催し、新たなまちづくり計画等に掲げる施

策や各事業の進捗状況、課題、さらには新たな施策に向けた検討状況の調整を行いま

した。 

特に、今後予定する大型建設事業や新規施策は、財政運営への影響にも十分配慮し

つつ、慎重にスケジュールや方向性を定める必要があることから、来年度に向け、包

括的に取組を進めていくことを確認したところであります。 

これらの施策や事業につきましては、それぞれ早い段階で皆様にお示しをしたうえ

で、町民の皆様からのご意見やご要望を丁寧に伺い、豊かで元気なまちづくりへとつ

なげてまいります。 

次に、オホーツク枝幸活力商品券発行事業についてご報告いたします。 

近年、国際情勢の、円安の影響により、灯油やガソリンなどの石油製品をはじめ、

食料品や日用品など、様々な物価の高騰が続いております。 

このような状況を踏まえ、町民の皆様の生活支援と町内消費の喚起による地域経済

の活性化を図るため、本事業では過去最高額となる町民一人当たり２万円分の商品券

を無料で配布します。 

対象者は、５月１日現在で外国人住民を含む 3,863 世帯、6,971 人の全町民として

おり、９月 30 日までの期間、町内 155 の登録店舗にてご利用いただけます。 

なお、本事業は、昨年末の国の総合経済対策による重点支援地方交付金で実施をし

ますが、国では新たに中東情勢の混乱の影響に備えた総額 3.1 兆円の令和８年度補正

予算を６月５日に成立させました。 

この補正予算では、国の交付金に地域の実情に応じた支援の財源として 1,000 億円

が追加され、当町にも 657 万円の交付限度額が示されましたので、第１号補正予算に

計上し、町民の生活の支援のため、本事業に全額活用してまいります。 

次に、枝幸漁業協同組合によるホタテ貝無料配布についてご報告いたします。 

この度のホタテ貝無料配布については、港湾や漁港の整備をはじめ、ホタテ漁船の
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建造や外国人乗組員宿舎の整備など、町から受けた多額の支援に対する町民の皆様へ

の感謝の気持ちとして、枝幸漁業協同組合が実施するものであります。 

６月 20 日には、枝幸市街地地区を除く各地区において、当日水揚げされたホタテ

貝が１世帯 25 枚配られ、町民の皆様におかれましては、大変お喜びになられたもの

と存じます。なお、枝幸市街地区については、27 日に実施を予定しております。 

ホタテ貝の無料配布をいただきました枝幸漁業協同組合に対し、この場をお借りし

て厚くお礼を申し上げます。 

最後に、公共施設のクーリングスポットの開設についてご報告します。 

近年、全国的に猛暑日が増加しており、本来、涼しい北海道においても、夏季にお

ける気温の上昇が顕著となっております。 

このような状況を踏まえ、当町では、暑さをしのぎ安全に過ごすことのできる場所

として、公共施設等を活用したクーリングスポットを開設することといたしました。 

クーリングスポットは、町民の皆様が自由に利用できる冷房施設を備えた休憩・避

暑スペースとして提供するものであり、高齢者や子どもをはじめ、熱中症のリスクが

高い方々の利用を想定しております。 

利用可能施設は、枝幸町役場及びうたのぼり交流センター歌種の２カ所とし、開設

期間は７月１日から９月 30 日までで、各施設の開庁日・開館日にご利用いただけま

す。詳細については、広報紙等を通じて町民の皆様へ周知するとともに、町内事業者

の皆様にもクーリングスポット設置・提供についてご協力をお願いする予定でありま

す。 

今後も、熱中症予防に関する注意喚起を行いながら、町民の皆様が安心して夏季を

過ごすことができる環境づくりと健康被害の防止に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

以上、申し上げまして、行政報告といたします。 

○議長（清水顕志君） 以上で、町長の行政報告が終わりました。 

引き続き、教育行政報告を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） おはようございます。 

私から、去る３月９日に開会されました第１回定例会以降の教育行政の中から主な

点について報告いたしますが、諸行事につきましては、お手元の報告書をお目通し願

います。 

はじめに、各小中学校の入学式が４月７日から８日にかけて行われ、小学生 32 名、

中学生 51 名が入学されました。新入生は毎日元気に登校し、今は学校生活に馴染ん

できた頃と思われます。 

５月７日には、新たに教育委員に任命されました成田千史委員に小原町長からの辞

令が交付されました。 

５月 13 日には、ハマナス大学の入学式が中央コミセンにおいて行われ、63 歳から

90 歳までの 33 名が入学されました。 

今年度は、教養、健康、軽スポーツ、遠足など年 10 回の定期講座に加え、特別講

座として研修旅行も予定しております。また、水墨画、手芸、写真の三つのクラブ活

動も実施される予定であります。 
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式典のあとには、早速第１回の定期講座として、枝幸警察署から「最近の交通情勢

について」と題し講話をいただきました。 

次に、各小中学校の運動会・体育祭は、５月 24 日の枝幸南中学校を皮切りに順次

開催されました。 

今年は、全体的に気温が低かったことに加え、一部で雨のため延期となった学校も

ありましたが、結果的に全ての学校において屋外で開催することができ、子どもたち

は、日頃の練習の成果を遺憾なく発揮しておりました。 

６月１日からは、中央コミュニティセンター前の駐車場で朝のラジオ体操会が始ま

り、初日は 38 名の参加がありました。 

朝のラジオ体操会は昭和 39 年にスタートし、今年で 62 年を迎える恒例の事業とな

っており、ラジオ体操愛好会のご協力により、幼児から高齢者まで多くの町民の皆さ

んが清々しい１日のスタートを切っております。 

町民の健康や体力づくりはもとより、世代間の交流促進、そして子どもたちの望ま

しい生活習慣の定着を図るために、今後も継続してまいります。 

最後に、学校規模の小規模化が進む中、児童生徒にとって望ましい教育環境を確保

するため、現在進めている小中学校適正化についてであります。 

小学校は、令和 10 年度からの適正化に向け、本年１月に学校長、保護者、地域か

らなる適正化準備会議を北地区と南地区にそれぞれ設立し、これまで各３回会議を開

催しています。 

今後も、適正化対象となる各小学校区ごとの地域部会を通じて様々なご意見をいた

だき、準備会議で協議していく予定であります。なお、中学校は、令和 12 年度から

の適正化に向けて、準備会議は令和 10 年度に設立する予定となっております。 

以上、申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（清水顕志君） 以上で、教育長の教育行政報告が終わりました。 

 

◎日程第５ 令和８年度町政執行方針・教育行政執行方針 

○議長（清水顕志君） 日程第５ 令和８年度町政執行方針を行います。 

小原町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） それでは、令和８年度調整執行方針を申し上げます。 

はじめに、令和８年第２回枝幸町議会定例会の開会にあたり、町政執行の基本的な

方針と重点的な政策展開を主要施策への私の所信を申し上げ、町民の皆様、議員の皆

様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

先の任期満了に伴う枝幸町長選挙におきまして、皆様のご信任を賜り、町政を担わ

せていただくことになりました。町民の皆様の負託の重さを真摯に受け止め、前村上

町長から受け継いだその責務を誠実に果たしていく決意であります。 

当町はこれまで、オホーツクの豊かな自然環境のもと、漁業、農業、林業を基幹産

業として着実に発展してまいりましたが、人口減少や少子高齢化の進行、担い手不足

の顕在化、社会資本の老朽化など、多くの困難と課題に直面しています。 

さらに近年では、世界的な社会経済情勢の変化を受け、エネルギー価格の高騰や石

油化学製品の供給不安による物価上昇の影響など、家計負担を増大させ、また、事業

者にも経営環境の厳しさを増す要因となっております。 
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当町の財政運営にも例外なく、特に公共施設の建設資材や改修費、維持管理費への

波及など、これまで以上に重い負担となって町財政を圧迫することが懸念されます。 

しかし、様々な課題やリスクを抱えながらも、今後の町政運営にあたっては、私が

目指す「子どもに渡そう大きな未来」を基本理念として、町民一人ひとりが安心して

暮らし、将来に希望を持てる持続可能なまちづくりを推進していく所存です。 

あわせて、地域の活力と連帯感を高め、豊富な資源と人の力を活かした「豊かで元

気な町えさしの創造」の実現に向け、皆さんとともに歩む町政を進めてまいります。 

そのためには、今年度策定する「第３次枝幸町まちづくり計画」を町政運営の基本

方針として、国や北海道の施策と連携を図りながら、総合的かつ計画的な政策を推進

してまいります。 

続いて、町政運営の基本方針について申し上げます。 

私は、町民が安心して暮らし、持続可能な地域社会を実現するため、次の三つの基

本方針に基づき町政に取り組みます。 

一つ目は、みんなが豊かで安心して暮らせるまちの実現であります。 

医療、福祉、子育て及び教育の推進と充実を図り、すべての世代が安心して健やか

に生活できる環境整備を進めます。 

二つ目は、活力と挑戦に満ちた元気なまちの実現です。 

当町の有する多様な地域資源を活かしながら、基幹産業の振興と地域経済の発展を

図るとともに、次世代でつなぐ人材確保と育成に取り組みます。 

三つ目は、安全で人にやさしいまちの実現であります。 

生活基盤の整備を着実に進め、防災・減災対策の強化や日常を支える交通環境の確

保をはじめ、町民の生命と財産を守る時代の変化に対応した安全・安心な地域づくり

を推進します。 

次に、重点的に進める政策について申し上げます。 

ともに支え合い、安心して暮らし続けられる豊かな将来を見据え、次の政策を重点

的に推進します。 

まず一つ目は、基幹産業の振興による地域経済の活性化であります。 

枝幸町の地域経済を支える主軸は、第一次産業とこれを支えるサプライチェーンに

あります。 

オホーツク海の恵まれた水産資源や、良質な農地、豊かな山林などの地域資源を活

かした産業は、当町の持続的発展を支える重要な柱であります。 

これら基幹産業の生産基盤強化と経営の安定を図るとともに、中小企業への支援や

物産振興を推進し、地域経済のさらなる活性化を支援し、次の世代に確実に引き継い

でまいります。 

また、オホーツク枝幸ブランドの価値向上や新たなブランド戦略を推進し、これを

ふるさと納税や観光振興につなげることで、地域の好循環を生み出し、関係人口との

つながりを構築します。 

二つ目は、福祉・行政基盤の充実による地域社会の形成であります。 

人口減少対策や定住環境の整備を進めるため、医療・福祉・教育の維持・充実に取

り組みます。あわせて、子どもから高齢者まで、誰もが安心して暮らし続けられる社

会の実現に向け、地域の実情に応じたきめ細やかな施策を推進します。 

特に少子化が進む中、安心して子育てができる環境を整え、地域の宝である子ども
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たちの成長を後押しできるよう、将来を見据えた戦略的な支援施策を検討を進めてま

いります。 

三つ目は、社会インフラ整備による安全・安心の確保であります。 

広大な面積を有する当町において、道路や橋梁、上下水道などの社会インフラ整備

に加え、除雪や施設補修などの適切な維持管理を行うとともに、地域交通の確保にも

取り組みます。 

また、人口減少や高齢化の進行を踏まえ、将来にわたり安心して暮らせる住宅のコ

ミュニティ施設など、生活基盤の維持にも努めます。 

さらに、防災・減災対策を強化するため、災害対応力の向上を図る実践的な訓練や

教育の充実、冬季間を含む防災体制の確保、情報発信など、消防・救急も含めた地域

の特性に応じた安全対策を推進します。 

令和８年度、これらの基本方針に基づき、令和８年度では、将来への負担に配慮し

た健全な財政運営を踏まえつつ、今後の人口減少に適応した持続可能なまちづくりに

向け、次の施策を重点的に推進します。 

まず一つ目は、産業振興と地域経済の強化であります。 

基幹産業である漁業、農業、林業では、生産基盤の維持・強化を図るため、各漁港

整備や漁船上架施設をはじめとした港湾機能の向上、公共育成牧場の整備や草地改良

など計画的に推進し、生産性向上と経営の安定化に取り組みます。 

特に農林業分野では、担い手が不足する中でも一定の産業規模を維持するため、

ICT 技術を活用したスマート化の導入を図り、また、町遊林のスケールメリットを活

用した J₋クレジット創出等の事業を積極的に進めます。 

また、一次産業だけでなく、中小企業への経営基盤の強化と事業継続に向けた支援

とともに、商品券配布による支援と消費喚起を図るなど、地域経済の持続的な活性化

につなげてまいります。 

二つ目は、定住促進と人材確保であります。 

急激に加速する人口減少への対策は最大の課題です。まずは、これまで実施してき

た奨学金償還や結婚新生活への支援を継続することで、若年層への切れ目のない経済

的負担軽減と定住促進を図ります。 

また、住民ニーズの多い世代住宅建設への支援や空き家除却による住環境整備など

の施策も継続し、担い手人材を確保するとともに、移住・定住環境の充実と適切な情

報発信により、新たな人の流れの創出に努めます。 

さらに、増加傾向にある外国人材の受入環境整備や多文化共生への推進、雇用・育

成への支援など、地域や産業を支える人材確保のあり方の見直しに取り組みます。 

三つ目は、医療・福祉の充実であります。 

特別養護老人ホーム歌翠園や障害者福祉施設の整備、国保病院の計画的な長寿命化

改修や危機更新など、医療・福祉体制の維持強化を進めます。あわせて、医療や介護

などの専門人材では、修学資金貸付や一時金給付制度などの発信を通じ、積極的に受

け入れるための環境整備を図ります。 

また、子育て世代や高齢者の方々への生活支援制度を継続し、継続を図り、すべて

の世代が安心して豊かに暮らせる環境づくりを推進します。 

特に子育て支援の充実を図るため、これまでの支援制度や環境整備などの全体像を

見直し、子どもの医療費無償化に向けた検討を進め、包括的に取り組んでまいります。 
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四つ目は、デジタル化の推進であります。 

デジタル技術の導入は、効率化やコスト削減だけでなく、新しい価値の創出にも活

用が期待されます。 

当町では、国の自治体 DX の方針を踏まえた情報システムの標準化と窓口対応をは

じめとした各種手続きのデジタル化の検討を進めるほか、情報通信設備の整備により、

住民サービスの利便性向上や効率化を図ります。 

また、ホームページや EOS 放送、町公式アプリなどの情報発信基盤に加え、AI 技

術なども有効に活用し、情報発信の充実を図ることで、必要なデータが的確に届く環

境づくりに取り組みます。 

五つ目は、防災体制の強化と災害対応力の向上であります。 

近年、全国的にも多発する災害リスクの多様化に対応するため、「適切な災害対処

の実行」と「目に見える安心・自信の実感」を両立できる体制の確立を目指します。 

そのため、職員や町民、関係機関など、それぞれの立場に応じた段階的な教育・訓

練を実施し、防災意識と対応力の向上を図るとともに、平時から災害時まで一貫した

防災基盤の整備を進めます。 

また、防災情報伝達手段の整備や資機材の備蓄など、災害や危機に強く、被害を最

小限に抑える地域をつくるため、事前防災や減災、消防・救急体制の確保にも取り組

んでまいります。 

六つ目には、公共交通と安全な交通の確保であります。 

高齢化の進展、担い手不足などにより、公共交通を取り巻く環境は厳しさを増して

います。 

集落が広範囲に点在する当町にとって、公共交通は町民の生活に直結するため、関

係機関や利用者とも連携を図りながら、公共交通計画の基本方針である「いける、つ

ながる、つづけられる」の確保に努めるとともに、買い物弱者や交通弱者の解消を目

指した取組を進めてまいります。 

さらに、冬季間の安全な道路交通の確保は重要であり、当町では、生活や経済活動

を支える基盤として継続的な除雪体制を確保してきましたが、公共交通と同様に、担

い手不足や高齢化、また、気象状況の変化により、維持体制は一層厳しさを増してお

ります。 

このため、関係事業者との連携強化を行うとともに、弾力的な除雪運用体制の構築

を目指し、冬季間における生活基盤の維持に努めてまいります。 

七つ目は、ゼロカーボンの推進と持続可能な地域づくりであります。 

当町では、2050 年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシ

ティ」を宣言しております。 

ゼロカーボンの実現に向けて、町民一人ひとりがあらゆる側面において、温室効果

ガス排出量の削減を意識した行動を実践することが重要であり、ごみの削減と 5R を

推進し、資源循環型のライフスタイルへの転換が求められます。 

今後、「ゼロカーボン北海道オホーツクえさし」の実現に向け、省エネルギー住宅

の建設やリフォームへの支援、公共施設への再生可能エネルギーの導入などを推進し

てまいります。 

あわせて、森林環境譲与税や森林 J-クレジット制度との連携により、脱炭素社会

と持続可能な循環型社会の実現に向けた取組を着実に進めます。 
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最後に、八つ目は、協働と協創で築く豊かで元気な未来であります。 

合併 20 周年の節目を迎え、先に開催された北海道植樹祭をはじめとする各記念行

事の実施や支援を通じ、町民の一体感と町に対する愛着の醸成を図り、地域のにぎわ

い創出につなげます。 

また、将来を担う子どもたちに、学校や地域での教育環境の向上とともに、歴史や

文化、自然環境などへの学びを広げ、郷土を誇りに思う心を育みます。特に、町内唯

一の高等学校である枝幸高等学校には、教育環境への支援を継続し、学校と地域が連

携した教育活動を通じて将来の担い手育成に努めます。 

これら地域が一体となった教育支援を通じ、次世代へ引き継ぐ担い手となる人づく

りを推進してまいります。 

さらに、合併から 20 年が経過した当町では、これまで築き上げてきた施策の成果

を礎とし、地域の特性を活かしながら、新たな時代に適応したまちづくりを推進して

いく必要があります。 

引き続き、町民の皆様とともに歩みを進めながら「子どもに渡そう大きな未来」の

理念のもと、次世代へ誇れる未来の実現を目指してまいります。 

おわりになりますが、以上、私の町政運営に対する所信の一端を述べさせていただ

きました。 

当町が直面する課題は多岐にわたりますが、枝幸町が持つ地域資源や一人ひとりの

力を活かし、皆様とともに着実に取り組むことで、未来に希望の持てる地域社会を築

いていくことができると考えております。 

新たなまちづくりと行財政改革の両立など難しい舵取りになりますが、当町の持続

的な発展と目指すべき豊かで元気なまちづくりに向け、私も町政運営に最大限努力す

るとともに、町民福祉の向上と地域未来の発展に全力で取り組んでまいりたいと思い

ます。 

町民の皆様並びに町議会の皆様のご理解とご協力を賜りますようお願いを申し上げ、

令和８年度町政執行方針といたします。 

○議長（清水顕志君） 以上で、町長の町政執行方針が終わりました。 

引き続き、教育行政執行方針を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 令和８年度教育行政執行方針を申し上げます。 

はじめに、人口減少や少子高齢化の進行に加え、生成 AI をはじめとするデジタル

技術の急速な進展、価値観の多様化により、社会は、より一層変化が激しく先行きを

見通しにくい時代となっています。 

このような時代を生きる子どもたちには、自分の長所や可能性を認識し、多様な

人々と協働しながら課題を解決し、未来を切り拓く資質・能力が求められています。 

こうした社会情勢を踏まえ、教育委員会といたしましては、ふるさとに誇りと愛着

を持ち、互いの違いを尊重し支え合う心を育むとともに、社会貢献意識など協調的な

素養を身に付け、心豊かに健やかに生活することができる教育環境づくりを推進して

まいります。 

以上の考え方のもと、令和８年度における教育行政の主要な施策について申し上げ

ます。 
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第１は、未来社会で生きるための実践的な力の育成です。 

学力向上については、全国学力・学習状況調査などの結果を踏まえ、課題を分析・

明確化し、授業改善と学習支援に活かしてまいります。 

また、「個別最適な学び」と「協働的な学び」をより進化するため、従来の支援ソ

フトを授業支援、協働学習、AI ドリル機能を有する小中学校共通のソフトに見直す

とともに、「家庭学習の手引き」を活用し、学校と家庭との連携を強めることにより、

学習・生活習慣の定着に取り組んでまいります。 

「主体的・対話的で深い学び」については、主に総合的な学習の時間に行う探究的

な学習を通して課題を見出し、情報を収集・整理・分析するとともに、他者との対話

や協働により、自らの考えを表現する力の育成に努めてまいります。 

外国語教育については、外国語指導助手の派遣を継続し、生きた英語に触れる機会

や、多様な文化や価値観に触れる機会を確保することにより、英会話能力の向上や国

際理解を深めてまいります。特別支援教育については、支援員の配置や個別の教育支

援計画である「カラフルクレヨン」を活用し、児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに

対応した指導や支援の充実を図ることにより、インクルーシブ教育の推進に努めてま

いります。 

第２は、豊かな心と健やかな体の育成です。 

児童生徒が自他をかけがえのない存在と捉え、お互いに思いやり、支え合いながら、

よりよく生きていくことができるよう、特別の教科「道徳」での学びを日常生活の中

で実践できるよう、人間関係を形成するためのコミュニケーションについて丁寧に指

導してまいります。 

持続可能な社会の創り手を育むふるさと教育の推進では、枝幸の自然や文化産業な

どの理解を深めながら、ふるさとに対する愛着や誇りを育んでまいります。 

キャリア教育では、小学生から高校生まで実施する町内での社会見学や職場体験な

どを通して、キャリア形成を自ら見通し、評価を行うキャリアパスポートを積極的に

活用してまいります。 

いじめや不登校の防止については、アンケート調査や児童生徒の小さな変化を見逃

さない「積極的な認知」を基本として、未然防止、早期発見、早期対応を徹底すると

ともに、スクールカウンセラーの派遣など関係機関と連携した対応を引き続き行って

まいります。 

教育支援センター長の退職により昨年９月から休止している教育支援センターにつ

いては、できる限り早期に後任を配置し、多様な学びの場として児童生徒が安心して

学べる環境を確保できるよう努めてまいります。 

学校給食については、食育の推進と望ましい食習慣の定着を図るとともに、地元食

材を活用した献立の工夫など質の向上に努めてまいります。 

また、国の学校給食費の抜本的な負担軽減により、４月から当町小学生の給食費は

実質的に無償化となっていますが、物価高騰が続く中、制度の対象外である中学生な

どについては、今後も国の動向を注視しつつ、給食費負担のあり方を検討してまいり

ます。 

第３は、学びをつなぐ学校づくりです。 

少子化により急速に進む学校の小規模化に係る様々な課題への対応とともに、教育

環境の向上を目的とした町立小中学校の適正規模、適正配置の取組を昨年から進めて
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おります。 

現在は、令和 10 年度に予定している小学校の適正化準備会議を設置し、学校、保

護者、地域、教育委員会の協働により、円滑な統合に向け、検討、協議、学校交流を

進めております。 

中学校については、令和 12 年度に適正化を予定しているため、準備会議の設置は

令和 10 年度に予定しております。 

学校の働き方改革においては、教員が児童生徒と向き合う時間の確保に向け、継続

した業務改善に努めてまいります。 

枝幸高校生への支援については、令和７年度の新入学者から大幅に拡大しましたが、

令和８年度の新入学者は町内中卒者が 34 人と少なかったことも影響し、17 人となり

ました。 

北海道立高校のうち新入学者数が２年連続で 20 人未満の場合は、基本的に再編整

備の対象となるため、現在、枝幸高校については、令和９年度に地域連携校の指定を

受ける方向で北海道教育委員会と協議・調整を行っております。 

地域連携校の指定を受けますと、近隣の地域連携協力校との連携や北海道高等学校

遠隔授業配信センターからの遠隔授業の配信などにより、教育環境の充実を図ること

ができます。 

併せて、町からの支援については、これまでと同様に継続するほか、学校と地域が

連携して、学校の魅力化、特色化をより一層進め、生徒数の確保に努めてまいります。 

第４は、地域の教育資源を活かした家庭・青少年の学びです。 

子どもを守り育てる協働体制については、地域の教育資源を活かした地学協働の取

組を進め、学校、家庭、地域が連携した学習機会の充実や情報発信に努めてまいりま

す。 

また、学校の教育活動に地域住民が携わり、学びが豊かなものとなる体制を強化す

るとともに、児童生徒が意欲的に地域の活動に参加し、心身の健全な育成が促される

よう、青少年教育関係団体の活動を支援してまいります。 

第５は、多様化する学びを支える社会教育・生涯学習です。 

芸術文化活動を通して、創造性や感性を育み、暮らしに潤いと安らぎをもたらすた

め、各種サークルの自主的な活動を支援するとともに、文化協会が主催する町民文化

祭など、地域に根付いた文化活動に町民が積極的に参加・創造できる環境づくりに努

めてまいります。 

また、多様な芸術文化の鑑賞機会を提供するため、芸術文化事業企画実行委員会の

活動を支援し、魅力ある事業の展開を図ってまいります。 

健康で充実した生活を送るうえで、体力の維持・向上や健康づくりが大きな役割を

果たすため、スポーツの普及を図るとともに、各世代に応じたスポーツ活動、健康づ

くりの推進に努めてまいります。 

体育施設については、指定管理者による管理運営を継続することにより、民間活力

を活かした利用者へのサービス向上や利用拡大が図られるよう、指定管理者とともに

努力を重ねてまいります。 

部活動の地域展開については、国が示すガイドラインに基づき、令和 10 年度の実

施に向けた協議を進めており、児童生徒が将来にわたり希望するスポーツや文化的活

動に継続して親しむことができる機会を確保するため、学校や地域関係団体と一体と
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なって取り組んでまいります。 

図書館については、様々な情報を発信する場であり学習活動の拠点であることから、

蔵書の充実、レファレンスサービスの資質向上を図り、利用者の多様化するニーズに

対応した図書館サービスの充実に努めてまいります。 

さらに、移動図書館バスの巡回をはじめ、季節ごとの館内装飾や子ども文化セミナ

ーなどを通じて、子どもの読書への関心を高め、多くの本と出会い、読書を楽しめる

時間と場所を提供してまいります。 

博物館活動では、オホーツクミュージアムえさしを拠点として、地域の豊かな歴史

や文化を次の世代に伝えるとともに、地域資源の調査研究や地域の学びを推進し、ふ

るさと教育の中核を担う施設として活動に取り組んでまいります。 

以上、令和８年度の教育行政の執行に関する主要な方針について申し述べさしてい

ただきました。 

これからの社会を展望したとき、人生を幸せで豊かなものにしていくために、教育

は極めて重要な役割を有しております。 

教育委員会としましては、町民の皆様がわかる喜びや学ぶ楽しさを実感し、生涯に

わたって学び続ける意欲を持てる環境づくりに努めてまいります。 

また、時代を担う児童生徒がふるさとに愛着と誇りを持ち、未来を切り拓く持続可

能な社会の創り手として、たくましく成長していけるよう、学校、家庭、地域をはじ

め、関係機関、団体などとの連携を一層深めながら、教育の充実・発展に取り組んで

まいります。 

町民の皆様並びに町議会議員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げ、教育行政

執行方針といたします。 

○議長（清水顕志君） 以上で、教育長の教育行政執行方針が終わりました。 

ここで、１時間ほど経ちましたので、休憩したいと思います。 

なお、再開は 11 時 15 分まで休憩いたします。お願いします。 

休憩 午前１０時５９分 

再開 午前１１時１５分 

 

◎日程第６ 一般質問 

○議長（清水顕志君） それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

日程第６ 一般質問を行います。 

通告は４名からの４問９項目であります。一問一答方式で行いますので、１項目ご

とに質問してください。 

質問する議員は登壇のうえ発言していただき、再質問以降も登壇のまま発言してい

ただきます。 

理事者側の答弁は、１項目ごとに、最初の答弁は登壇のうえ発言していただき、再

質問に対する再答弁は自席にてお願いいたします。２項目以降も同様にお願いいたし

ます。 

なお、再質問等の回数制限は授けませんが、一人当たりの持ち時間は、答弁時間を

含めて１時間以内とします。 

それでは、受理順番に従い発言を許します。 

２番阿部勝義議員の質問の１項目目の質問を許します。 
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２番阿部議員。 

（２番阿部勝義君 登壇） 

○２番（阿部勝義君） 皆様こんにちは。２番阿部勝義です。 

今回初めて一般質問の場に立たせていただいております。まだ経験の浅い身でござ

いますが、枝幸町の持続可能なまちづくりの実現に少しでも貢献できますよう誠実に

質問してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、今回の質問は、人口減少に真正面から立ち向かい、持続可能なまちづくりを

どう実現するかという視点から、公共施設再配置計画について伺うものであります。 

公共施設再配置計画は、少子高齢化や生産年齢人口の減少、さらに多くの公共施設

の老朽化や厳しい財政状況に対応するため、自立・安定した行政基盤、経営基盤の確

立を基本理念とし、八つの基本目標を改革の柱として掲げた第２次枝幸町行財政改革

大綱における中心的な取組の一つとして位置づけられております。 

国立社会保障・人口問題研究所の推計によれば、枝幸町の人口は 2050 年には

3,930 人まで減少すると見込まれています。これは、現在からさらに大きく人口が減

ることを意味しており、将来を見据えた対応を今から進めることが極めて重要である

というふうに思います。 

こうした中、枝幸町では、現在、令和８年度から令和 17 年度までの 10 年間を計画

期間とする第３次まちづくり計画の策定作業が進められており、現在は素案段階にあ

ります。 

その素案では、基本目標として人口減少に適応した持続可能なまちづくりが掲げら

れ、公共施設の最適化や再配置、複合化を進め、人口規模に応じた効率的な施設運営

を目指す方向性が示されております。 

つまり、公共施設の再配置は単なる個別の施策ではなく、枝幸町の最上位計画にお

いても重要なテーマとして位置づけられてるということです。 

人口が減る中で、老朽化した公共施設の維持管理費は年々増え続け、限られた財源

を圧迫しています。 

このままでは、産業振興や子育て支援など未来への投資に十分な財源を回すことが

難しくなっていきます。だからこそ公共施設の適正化・集約化を進め、財源を守り、

必要なサービスを確実に維持することがこれからの枝幸町にとって不可欠であると考

えています。 

今日は、この視点から町の考え方を伺います。 

まず１項目目の質問として、これまでの計画がどこまで進んでいるのか、そして、

現時点で町がどのような課題を認識してるのか、町長に伺います。 

○議長（清水顕志君） 町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） それでは、阿部議員のご質問にお答えいたします。 

まず、公共施設再配置計画の進捗状況についてでありますが、本計画は、人口減少、

公共施設の老朽化、さらに財政負担の増大といった当町の構造的課題に対応して、持

続可能な行政運営の確保を目的として策定したものであります。 

現在、計画に基づき、各施設の劣化状況や利用実態、維持管理コストの把握を行い、

施設ごとに維持、統廃合、複合化、転用といった方向性を整理しながら、実施計画に

沿った取組を段階に進めているところであります。 
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具体的には、認定こども園整備に伴う保育・子育て施設、小中学校の集約をはじめ、

老朽化が進む施設の機能移転、さらには観光施設や社会教育施設のあり方の見直しな

ど、個別事業として順次取り組んでおります。 

一方で、現時点における課題といたしましては、第一に、施設の老朽化が著しく、

資産老朽化比率が全体で約７割に達していることから、今後、多額の更新費用が見込

まれること。 

第二に、2040 年には人口が大きく減少する見込みであり、現在の施設規模や配置

のままでは維持が困難となることから、その見直しが不可避であること。 

第三に、施設の再配置は町民生活に影響を及ぼすものであるため、町民の理解と合

意形成が求められることであります。 

こうした課題を踏まえ、今後におきましては、単なる施設の削減ではなく、集約化

や複合化を基本としながら、機能維持向上と効率化を図り、持続可能な施設配置に向

けて計画的に取組を進めてまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） ご答弁ありがとうございました。 

老朽比率が７割、そして維持管理費用が増大してると。人口減少に合わせた中で、

更新を随時計画的に進めていくという答弁がございましたが、それで改めて、町長と

ちょっと目線合わせをしたいんですけども。 

執行方針にもございました行財政改革大綱、改革計画と整合性を合わせて、難しい

局面ではあるけども、舵取りではあるが進めていくというような執行方針がありまし

たが、町長自身がこの公共施設配置計画を進めることの重要性について、今の答弁と

私がご指摘した、冒頭ご指摘した人口減少とをどう受け止めておられるのか、ちょっ

と目線合わせをしたいもんですから、そこの重要性について、再度町長から答弁いた

だければというふうに思います。よろしくお願いします。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。はい、町長。 

○町長（小原 仁君） まさに、今、阿部議員のおっしゃったこと、私が答弁をした

こと、非常にあの考え方は私は似てるなというふうに思います。 

私が町長に就任したときに職員の皆さんに言ったのは、とにかく行政はスリム化し

ていきましょうと、無駄をなくしていきましょうと。 

そんな頭の中には、やはり、その、今、この公共施設の再配置等も含めたことが頭

の中にありましたから、それをやっぱり進めていこうということで、私はそういうふ

うに皆さんにお伝えをいたしました。 

この箱物をたくさん造った時期と、今それが、耐久がもう持たなくなってきてる今

の時期って、本当にもう同じ時期、そのサイクルは同じ時期に来てると思いますので、

やっぱり当然その公共施設というのものは再配置をしていかなければならないという

ふうに私は思っていますが、なんでもかんでも、その一遍にできるものでもありませ

んので、その再配置の計画に基づいてやらなければいけないし、まず、その再配置の

やっぱり優先度も考えていかなければいけない。 

そういう考えのもとで、これから議員の皆さんとも協議しながら、どういうものが

先に再配置・統廃合していかなきゃならないかということをご相談したいと思います
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ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（清水顕志君） 再質問があれば。はい、２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） ご答弁ありがとうございます。 

今の答弁で、あの私と似てるということでございましたが、加えてあの行財政改革

の理念は、単に経費を減らすことだけではないというふうに思います。 

やっぱり限られた、町長の答弁もありましたが、限られた財源を将来にわたって有

効に使い続けられるよう行政の仕組みそのものを見直して、そして町民と行政が同じ

方向を向いてまちづくりを進めていくための体質改善と行なうことにあるというふう

にも私は思います。 

そして、今、先ほどから議論になってますが、少子高齢化、人口減少、人口流出と

いった大きな課題に直面している中で、行政ではなく町民皆さんと一緒にこの仕組み

や意識を共有していくことが改革を前に進めるための力になるというふうに考えてお

りますので、この点も踏まえてですね、今後、取組を進めていただきたいと思います。 

それでは再質問の中として、冒頭、答弁がありました課題とにつきましてですね、

私のほうから続けてご指摘をさせていただきます。 

令和７年 11 月に公表された第２次行財政改革大綱後期実施計画の令和６年度実績

報告書、進捗管理表でございますが、この中で、次年度への改善点としていくつかの

重要な指摘が整理をされております。 

まず、令和５年度の欄では、実施計画の進捗に施設所管課ごとで温度差があるため、

令和７年度を重点期間として進捗を図るとされております。さらに令和６年度では、

進捗や見直しに当たって、行財政改革推進委員会や推進本部との連携に加え、町民や

町議会との課題認識の共有化を一層図る必要があるんだというふうに明記をされてご

ざいます。 

つまり、町としてもこの計画の進め方には課題があって、なんらかの改善が必要だ

というふうに整理をされてるというふうに理解いたしますが、そこで伺います。 

令和７年度を重点期間と位置づけた理由はなんだったのか。その中で実際にどのよ

うな取組が行なわれ、どのような課題があったのか。庶務を担当しております総務課

長としてのご認識をお聞かせください。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 阿部議員のご質問にお答えいたします。 

公共施設再配置計画の令和７年度で重点的なものを見直すっていう点については、

これについては、先ほど議員申し上げたとおり、公共施設の再配置にあたりましては、

利用者の影響や地域事情への配慮が大変重要であると考えております。 

町民の説明や合意形成に向けた調整・検討に課題を要して、一定の時間を要してい

ると考えております。 

この点につきまして、令和７年度で一定の見直しを図るというふうになっておりま

すが、これについては、令和８年度の時期で今年度見直す機会として考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（清水顕志君） 再質問があれば。はい、２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） はい、利用者、地域への説明も重要であるし、令和７年度の

重点期間については、あまり取り組めなかったので令和８年度に持ち越してしっかり

やるということで承知をいたしました。 
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そこで、令和８年度に持ち越したということですから、私からあの大きな課題だと

思っている点を一つ指摘をさせていただきます。 

この進捗管理表では、公共施設再配置の方向性についてですね整理がされておりま

す。 

令和４年度時点の現状、そして令和５年度から９年度までの方向性が、それぞれ、

検討、休止、維持、廃止、機能移転、集約、複合化など各施設の個別ごとに整理がさ

れております。そして、令和９年度の次の欄には将来という項目があります。この将

来の欄にも同じように維持、検討、廃止などの方向性が明記されております。 

しかし、この将来とは具体的にいつの時点を指しているのかが分かりづらい、明記

されてない、読み取れないのでございます。 

公共施設の再配置は、長期的な財政見通しや人口動態と密接に関わる重要な計画で

す。そのため、将来という表現がどの期間を想定してるのかは、計画の理解において

非常に重要なポイントではないかというふうに思います。 

そこで伺います。進捗管理表に記載されている将来とは具体的にどの時期を想定し

ているのか、行政としての考え方をお聞かせ願います。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。はい、総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 阿部議員のご質問にお答えいたします。 

今申し上げました公共施設の再配置計画の将来にあたる検討とか、維持っていう点

でございますが、公共施設再配置計画は、公共施設等総合管理計画を具体化した建物

の実行計画と思っております。で、計画を策定されております。 

この中で、公共施設等総合管理計画の中では、一応、平成 29 年度から令和 28 年度

の 30 年間を期間としております。こちらのほうにもですね、先ほど申し上げました

再配置に係る方針、こちらのほうも定めておりますので、将来というのはこの 30 年

間を指してるとこであります。 

ただし、今、先ほどの質問にございました公共施設の再配置の進捗管理のほうでは、

随時見直しを図りながら進めているところであります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（清水顕志君） 再質問があれば。はい、２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） 今、あの総合管理計画、財政が所管してる大きな計画で上位

計画だと思いますけども、30 年間なんだと。 

冒頭、あの行政改革、行財政改革の本旨に触れさせてもらいましたが、人口減少が

冒頭言ったように 2050 年には 3,930 人まで行くんだよ。 

で、今 2026 年ですから、もう 24 年後です。30 年後が将来だよっていうふうな仮

定すればですね、ちょっと遅いんじゃないかっていうふうに思うんですけども。 

もうちょっと期間を短くするですとか、何かの節目に合わせるですとか、そういっ

た総務課長、今の現時点でですね、そういったあのちょっと長くてわかりづらい。 

本当の将来って言ったら、私どももう、私も 56 ですから今年。もう死んじゃって

いなくなっちゃってるかもしれない。そういうちょっと無責任なことはちょっとでき

ないんじゃないかと思うんですけども。 

感覚として、もうちょっと短くしたほうがいいんじゃないかっていう思いはござい

ますでしょうか。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。はい、総務課長。 
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○総務課長（高瀨雅之君） 阿部議員のご質問にお答えいたします。 

確かに 30 年間といえば長い期間っていうことになっております。 

この公共施設総合管理計画については、長い期間っていうことで設定をさせていた

だき、いただくような計画となっておりましたが、今言われたとおりですね、もう少

しスピード感を持ってっていう形で考えれば、今、あの策定中の第３次まちづくり計

画にもですね、一定の公共施設の床面積の数値を減じる目標値を掲げております。 

これに合わせてですね、今、行なっているものについて、随時しっかりと取り組ん

でまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） 再質問があれば。はい、２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） 総合管理計画は長くっていう箱物の考え方ですけども。 

総合公共施設の再配置計画については、やっぱりそこを行政サービスを行う施設で

ございますので、やっぱり期間が長いと、どうしてもあの明確な目標があやふやにな

ってしまうという点は指摘させておきますが、まちづくり計画に合わせてという総務

課長からの答弁もありましたので、ここで私からの前向きなちょっと提案をさせてい

ただきたいと思いますけども。 

今年の３月、令和８年３月のまちづくり等調査特別委員会で示された第３次まちづ

くり計画の素案では、枝幸の将来像を示す基本構想は、先ほど申し上げましたが、令

和８年度から令和 17 年度までの 10 年間というふうにされております。 

また、その将来像を実現するための基本計画は、前期の期間が令和８年度から令和

12 年度、後期が令和 13 年度から令和 17 年度と分かれ、それをさらに具体的な事業

を進めるための実施計画も、この前期・後期の区分に沿って進められる予定であると

いうふうに認識をしております。 

一方で、行財政改革の進捗管理表は、先ほど来あの指摘しているとおり、令和９年

度の次に将来という曖昧な表現があると。どの時期を示すのかがまだ明確ではないと

いうことであります。 

公共施設の再配置は、まちづくり計画とそれこそ密接に関わる重要な取組でござい

ます。そのため、計画期間と整合性を持たせることが町民にとってもわかりやすく、

行政としても進捗管理がしやすくなるというふうに私は考えます。 

そこで、この将来という表現を、現在策定中の第３次まちづくり計画の前期基本計

画実施計画の期間、すなわち令和 12 年度までを一つの区切りとして整理することが

適切ではないかというふうに私は考えております。 

これは、これまで指摘されてた進捗のばらつき、令和７年度に重点期間としてやる

んだけど令和８年度に延ばしてしまった、そういったばらつきですとか、そういうよ

うな課題を踏まえても、計画の整合性をですね高めて、町民にとっても理解しやすい

形になるんではないかというふうに考えますが、この点については町長に伺いたいと

思いますけども。 

この将来という期間をまちづくり計画の前期期間である令和 12 年度までと明記、

位置づけることについてどうでしょうか。どのようにお考えになるでしょうか。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（清水顕志君） はい、小原町長。 

○町長（小原 仁君） それは、それで正解だというふうに思います。 
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しかし、今、社会状況、世界の状況を考えますと、計画どおりにいかないっていう

のもまたこれ事実だと思います。 

ですから、あの計画どおりにやるところはやる、でも計画どおりにやっぱりいかな

いものも出てきます。 

だから、そういう中で、まずできるものからやっていく。これとこれはやるんだ、

これとこれはやらないんだというよりは、やっぱりやるものはしっかりやっていく。 

でも、やっぱり、ちょっと先延ばしにしなきゃいけないものは、その延ばさなきゃ

いけない。 

それで、やっぱり、いろんな整理のパターンがありますので、そういうことで、で

きるものはやる。そうでないものは、それなりに。あと、延ばしていくことを考えて

いくということも必要なことじゃないかというふうに私は思いますので、今後とも、

そういう方向で、私はやっていきたいというふうに思います。 

以上です。 

○議長（清水顕志君） 再質問があれば。はい、２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） 期間を定めてもなかなか前に進まないときがあると、そこは

理解します。 

ただ、明確に町民に対してもですね、そういった目標の年次を明記にするっちゅう

ことは、行政の内部のですね同じ方向性を、まず内部として計画に位置づけることで

ですね、一緒になってその方向にいって、各職員の皆さんも取り組んでいくというふ

うに思いますので、そこが明記する一つの正解だと町長おっしゃいましたが、ぜひ、

この辺についてはですね、町民や行政にとってもですね、わかりやすく整合性のある

形で示されることが私は大切だというふうに考えております。 

その上で、この点についても、これから町といたしましても、まちづくり計画と行

財政改革の整合性をどのように図っていくのか、今後、ぜひ検討を進めて、深めてい

ただいて、行政としても計画を作った以上は説明責任を果たせる形でですね、計画の

整理と情報発信をぜひ進めていただきたいということに期待をいたしまして、１項目

目の質問を終わります。 

○議長（清水顕志君） 以上を持ちまして、阿部議員の１項目目の質問を終わります。 

引き続き、阿部議員の２項目目の質問を許します。 

はい、２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） 続けて質問項目の二つ目として、今後の進め方について伺い

ます。 

公共施設の老朽化状況や利用実態を丁寧に点検し、将来を見据えた再編を行うこと

が必要だと考えます。また、複数の機能を一つの施設に集約化することで、維持管理

に必要な経費を抑制し、その分を将来のまちづくりに活用できる財源として確保する

ことが可能となります。 

現在、策定中の第３次まちづくり計画においても、先ほど来申し上げますとおり、

人口規模に応じた効率的な施設運営を目指す方向性が示されており、公共施設の最適

化は町の将来像を支える重要な要素として取り扱われております。 

町として、どのような優先順位で、どのような方法を用いて公共施設の適正化・集

約化を進めていくのか伺います。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁を求めます。町長。 
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（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） それでは、ご答弁を申し上げます。 

今後の推進方法についてでありますが、本計画では、各公共施設のコンパクト化、

長寿命化、複合化、効率的運営を基本方針として取り組んでいるところであります。 

具体的には、機能が重複している施設の統廃合や規模の適正化を進めるとともに、

引き続き必要性の高い施設については、予防保全を含めた計画的な改修により長寿命

化を図ってまいります。また、施設の更新時期を的確に捉えながら、行政サービス機

能を集約する複合化を進め、町民の利便性の向上と維持管理費の縮減を図ってまいり

ます。 

さらに、施設の管理運営においても指定管理者制度や官民連携手法の活用などによ

り、民間のノウハウを取り入れることで効率的かつ効果的な運営も取り組んでまいり

ます。 

加えて、現在策定中の第３次まちづくり計画との整合性を図りながら、人口規模に

見合った施設配置への転換を進めるとともに、施設総量適正化に関する数値目標を設

定し、これを指標としながら、計画的かつ着実に推進してまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） 今のご答弁で、集約化、規模の適正化、あるいは長寿命化、

維持管理費の削減に対応した様々な手法で取り組んでいくと。そして、また民間企業

の、民間のノウハウを取り入れて指定管理、そういった形で維持管理費の縮減を図っ

ていくんだということで承知をいたしました。 

そこで関連し、もう少し議論を深めるためにですね、関連して伺いたいというふう

に思います。 

令和７年８月に教育執行方針でもございましたが、教育委員会が策定した枝幸町立

小中学校適正規模・適正配置基本計画では、令和 10 年４月に目梨泊小学校、岡島小

学校、山臼小学校を枝幸小学校へ統合。風烈布小学校を音標小学校へ統合し、さらに

令和 12 年４月に枝幸南中学校と歌登中学校を枝幸中学校へ統合する計画が示されて

おります。 

このように学校施設においては、すでに具体的な再編の方向性が示されてるという

ふうに理解をしております。 

一方で、公共施設全体の適正化・再編を進めるにあたり、現時点で特に優先的に見

直しや再編の検討が必要だと認識している施設の種類や分類について、町としてどの

ように整理されているのかを伺います。 

例えば、観光施設、社会教育施設、集会施設、公園、行政施設など、どのカテゴリ

ーに重点を置いて検討を今の段階で進めているのか、可能な範囲で結構ですので、そ

の方向性を示していただきたいと思います。 

まだ検討してないんだよっていえば、率直にそういった意見をいただければいいと

思います。 

総務課長、よろしくお願いいたします。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 阿部議員のご質問にお答えいたします。 
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今、申し上げられたとおり、あの優先的にやる施設というのはですね、はっきりと

は決めておりません。個別に決めてはおりません。 

ただ、優先的に見直す判断基準はございます。例えば、老朽化の程度、それから利

用状況、維持管理コスト、代替機能の有無などが勘案して判断していくものと考えて

おります。 

特に安全性の確保が必要な施設でありますので、優先順位といえば、更新時期を迎

えてる施設を優先的に取り組んでいきたいと考えております。 

以上、答弁となっておりませんかもしれないですけども、これで終わらせていただ

きます。 

○議長（清水顕志君） 再質問があれば許します。２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） どうもありがとうございます。 

公共施設の適正化再編についてはですね、老朽化の状況あるいは利用実態、維持管

理コストなど様々な要素を総合的に判断しながら、現時点では更新時期の近いものか

らということの答弁で承知をいたしました。 

その上で改めて申し上げますと、学校施設については既に具体的な統合方針が示さ

れております。 

一方で、学校施設以外の公共施設については、どの分野から優先的に見直しを進め

ていくのか、町としての整理が、今後、ますます重要になるというふうに私は思いま

す。 

やっぱり、限られた財源の中で将来に向けて持続可能な公共サービスを維持してい

くためには、どの施設分野を優先し、どの順番で再編を進めていくのかという、優先

順位の明確化が人口減少に対応した中では不可欠でないかというふうに私は考えます。 

町民にとって行政の判断基準がわかりやすくなることで、理解と協力が得られやす

くなるものとも考えます。 

今後、まちづくり計画との整合性を図りながら、ぜひ優先順位の整理を進めていた

だきたいという点を申し上げまして、次の再質問に移らさせていただきたいと思いま

す。続けてよろしいでしょうか。 

○議長（清水顕志君） 再質問ですね。どうぞ、よろしいです。２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） 次に、行財政改革の推進を図るために設置をされております

行財政改革推進本部会議について伺います。 

この本部会議は、公共施設の適正化を含む行財政改革の全体方針を確認し、庁内の

進捗管理や課題整理を行う重要な場であるというふうに認識をしております。 

そこでまず確認ですが、例年、この推進本部会議はいつ頃開催されているのか。ま

た、令和８年度、本年度、先ほど令和７年度の重点取組が令和８年度になったと、本

年度の開催時期がいつ頃を予定してるのか、以上の２点について、総務課長、お伺い

したいと思います。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。はい、総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 阿部議員のご質問にお答えいたします。 

行政改革大綱の後期実施計画については、７月１日から各課の取りまとめを始めて

おります。 

これが取りまとめ次第、９月定例会前ぐらいにはですね、本部会議を開催していき

たいと思っております。 
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本部会議を終わり次第、行政改革推進委員会を開催し、そのあと議会への報告とさ

せていただいております。 

最低でも 12 月頃には、議会への報告を考えております。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、再質問があれば許します。はい、２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） ７月１日頃から取りまとめを行って、９月頃の開催を予定し

てると。例年そのぐらい。そのあとに多分有識者会議に諮って、そのあと議会への報

告・公表という流れだというふうに認識しました。 

その上で、行財政改革の推進体制に関して１点、重要な点を確認させていただきた

いというふうに思います。 

現在、当町では前副町長の任期満了となった令和８年４月 30 日以降、５月１日か

ら今日まで副町長が選任されてない状況が続いております。 

行財政改革推進本部会議は、町長を本部長とし、副本部長に副町長と教育長、そし

て委員に各課長職で構成され、各庁全体の改革を進めるための中核的な組織でござい

ます。 

その中で、副町長の任にあっては、行財政改革の推進にとどまらず、庁内の横断的

な調整、政策の実行力の確保、そして町全体の課題に対する迅速な意思決定において

極めて重要な役割を担う存在です。 

公共施設の適正化をはじめ、町の将来に関わる大きな判断が求められる今、副町長

の不在は町民にとっても大きな関心事であり、また、行政運営の安定性という観点か

らも早期の選任が必要であるというふうに考えております。 

町長に伺います。副町長の早期選任に向けて、町長としてどのように考えておられ

るのか、そのお考えをお聞かせ願えればと思います。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。町長。 

○町長（小原 仁君） 阿部議員のおっしゃることは、本当に的を射て、そのとおり

だと思います。 

しかしながら、副町長の選任につきましては、いろいろ努力をいたしましたが、な

かなか適任の方がいらっしゃいませんので、それは無理にあちこちから引っ張ってく

るわけにもいきませんので、やっぱり、それは町民との相性もありますでしょうし、

いろんなことがありますので、今現時点では無理に副町長を置くという考えはありま

せん。 

しかし、将来的にはやはり置かなきゃならないなという考えがございますので、そ

ういうところをご理解いただきたいと思います。 

○議長（清水顕志君） 再質問があれば。はい、２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） 町長の現時点でのお考えは承知をいたしました。 

副町長の指名、そういったものに関わる人事につきましては町長の専権事項でござ

いますけども、改めて、この公共施設の再配置の適正化あるいは財政運営や行政サー

ビスの持続可能な確保をするためには、この行財政改革を着実に前に進めるというこ

とが不可欠でございます。 

先ほども申し上げましたが、その推進体制の中心となるのが行財政改革推進本部会

議でございます。ここでの議論や調整が改革の実効性を大きく左右します。 

しかしながら、現在まで副町長が不在の状況が続いていると、行財政改革がまちづ
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くり計画の根幹をなす支えるテーマである以上、副町長の早期選任は、町民にとって

も行政運営にとっても極めて重要であるという点を改めて強く申し上げておきたいと

いうふうに思います。 

町民皆さんの関心も非常に高いところであり、今後の行財政改革の推進体制を確か

なものとするためにも、ぜひ早期の選任に向けた検討を進めていただきたいというふ

うに思います。 

以上で第２項目目の質問を終わります。 

○議長（清水顕志君） 以上を持ちまして、阿部議員の２項目目の質問を終わります。 

引き続き、阿部議員の３項目目の質問を許します。 

はい、２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） はい、続けて三つ目の項目となります町民参加のあり方につ

いて伺います。 

公共施設の再配置は町民の生活に直結する大きな課題でございます。 

だからこそ町民の皆さんの声をどのように聴き、どのように反映していくのか、こ

れは非常に重要な視点です。 

必要なサービスを確保しながら効率化を図るためには、町民の意見を丁寧に受け止

めるプロセスが欠かせません。 

説明会やワークショップなど、町民参加の仕組みをどのように整えていくのか伺い

ます。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁を求めます。町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） それでは、阿部議員の３項目目の質問に対してお答えをいた

します。 

町民参加のあり方についてでありますが、公共施設の再配置は町民生活に大きく影

響する重要な施策であることから、計画の推進にあたっては、町民の皆様の理解と協

力を得ながら進めていくことが必要であります。 

このため、今後は説明会や意見交換の場の充実を図るほか、各事業の具体化の段階

においても、まちづくり計画や予算編成の過程を通じ、施設の現状や課題、再配置の

必要性について丁寧な情報提供を行うとともに、町民の皆様の意見を反映しながら合

意形成に努めてまいります。 

今後におきましても、社会情勢や地域ニーズの変化を踏まえながら、施設の方向性

については必要に応じて見直しを行うなど、柔軟かつ丁寧な対応に努めてまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） いろいろと計画の中に詰まって、計画期間や取り組むべきこ

とが決まった段階で丁寧に説明していくと。 

執行方針の中でも、政策調整会議が終わり大きな事業が組まれていく、そういった

中でしっかりと説明をしていくというところでございました。 

それで、町長、あれなんですけども、本年、令和８年度は、先ほ来、議題に挙がっ

ている第３次まちづくり計画の策定年度でございます。 

町の将来を示す大きな節目の年であることを踏まえると、町民の声を直接伺い、町
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民と行政が方向性を共有する機会を設けることは極めて重要ではないかというふうに

考えます。 

町民に情報提供、情報共有を行う視点から、町長ご自身が、町長就任後、直接町民

の声を聴く町民懇談会などの開催を本年度検討されているのか、まだしてないのか、

やる意思はあるのか、そういった考え方をぜひお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁を求めます。町長。 

○町長（小原 仁君） 私も就任以来、常に住民との対話をしていきたいなと思って

ますし、その前に、いろんなことを決定させていただく前に、町民の皆さんと話を伺

いながら、そういうことを政策に入れ込んだということもあります。 

また、枝幸町でも、病院の再編、また老健の廃止等についても、私の、そのときの

私の立場から指示することはできませんけども、しっかり住民の話を聴いてください

というそのお話はいたしました、担当に。 

ですから、私は、もちろんそういうことは必ずしていかなきゃだめだろうし、それ

はもちろんしますし。 

これからタウンミーティング等も行いながら、その全般の方ではなくて、いろんな、

やっぱりその各分野・分野、いろんなやっぱりあのご意見のある方たちと対話をしな

がら、再配置計画含めた話し合いもしていかなければならないなというふうに思いま

す。 

これから、どういう再配置計画を実行していくか、ちょっとわかりませんけども、

そういうことについては住民の皆さんと、その関係ある方々と、早くやっぱりあの話

をして意見を聴きながら、そしては議会の皆様のお考えを伺いながら、これからやっ

ていきたいなというふうに思ってます。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） 再質問があれば許します。２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） はい、やる意思はありますけども、その計画、計画値ですか、

事業、事業で、適切な時期に適切なという答えだったというふうに承知をさせていた

だきますが、いずれにしても、あの行政の方向性を明確にして、そのケースバイケー

スに合った形でですね、町民との対話、情報共有の場を丁寧に設けていただきたいと

いう点を申し上げまして、３点目の項目を終わります。 

○議長（清水顕志君） 以上を持ちまして、阿部議員の３項目目の質問を終わります。 

これより、まもなく 12 時になりますので、昼食のため休憩に入りたいと思います。 

会議再開は午後１時となります。 

４項目目については会議再開後にお願いいたします。なお、持ち時間は 20 分とな

っております。 

それではお昼休憩に入ります。よろしくお願いします。 

休憩 午前１１時５７分 

再開 午後 １時００分 

（２番阿部勝義君 引き続き登壇） 

○議長（清水顕志君） 休憩を解き、会議を再開します。 

一般質問、阿部議員の４項目目の質問を許します。 

２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） 改めまして２番阿部勝義です。最後に４項目目の財政健全化
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との両立について伺います。 

公共施設の更新には多くの費用がかかります。人口が減る中で全てを維持すること

が難しくなってきています。また、公共施設の適正化・集約化は単なる削減ではなく、

維持管理に追われていた職員の負担を軽減し、まさに人口減少に対応した企画立案に

職員が本来の力を発揮できる体制を整えることにもつながります。 

中長期の財政見通しを踏まえ、どのように優先順位をつけ、どのように財政健全化

と計画推進を両立させていくのか、町のお考えを伺います。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁を求めます。町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） 阿部議員のご質問にお答えします。 

公共施設再配置計画の推進と財政健全化との両立についてでありますが、人口減少

の進行に伴い公共施設の利用需要が変化していく中、多くの施設で老朽化が進んでお

り、今後、維持管理や更新に多額の費用を要することが見込まれています。 

このため、公共施設の再配置は単なる施設の整理ではなく、将来世代への負担軽減

を図るための重要な行政改革の一環として位置づけており、施設の適正配置と財政健

全化を一体的に進めていくことが必要であります。 

今後は、施設の統廃合や長寿命化の推進、既存施設の有効活用、維持管理経費の縮

減を進めるとともに、中期財政計画との整合を図りながら、大規模改修や更新時期の

調整による財政負担の平準化にも配慮し、持続可能な財政運営を確保してまいります。 

いずれにいたしましても、公共施設の適正配置を計画的に進めることを含め、町民

の理解と協力を得ながら、将来世代に過度な負担を残さない持続可能なまちづくりに

努めてまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） 只今の中期財政計画に、計画に沿ってと、もう連携しながら

ということでありました。 

まず、まさにあの中期財政計画、令和８年、今年、策定されてございますが、この

中を私もざっと読まさせていただきました。 

これまで、あの最初の質問項目では、将来という曖昧な表現が残っている点と、二

つ目の項目では、やはり優先順位、そして推進体制に課題があるんではないかという

指摘。そして三つ目の項目では、町民参加に対しましてはですね、行政の方向性を明

確に示す、情報共有、情報提供が必要ではないかというような形の３点をすでにご指

摘をさせていただきました。 

今、町長から答弁のあった第４次中期財政計画につきましては、まさに、これ、今、

策定している第３次まちづくり計画の前期期間、令和８年度から令和 12 年度の５カ

年の計画と合致する実施計画期間になってるんですよ。 

先ほど申し上げました将来っていってる曖昧な表現というところで言えば、やっぱ

り、公共施設再配置計画とこの期間を合致させるということが中期財政計画とも合致

してですね、しっかりと両立させるというふうに私は考えております。 

これからいずれ、これからはいずれもですね、財政健全化と公共施設再配置をどの

ように両立させていくのかという本質的な課題に直結しているところの第４次中期財
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政計画だというふうに私は考えておりますので、だからこそ町としてどの施設を優先

し、どの事業を後回しにするのかという判断基準を第４次中期財政計画の見通しと合

わせてですね、明確に示していくことこそがですね、しっかりと町民に情報提供する

ところなんだというふうに私は思います。また、職員が人口減少などの課題に力を発

揮できる体制を整えて、同時に組織全体として生産性向上にもつながる取組だという

ふうに私は考えております。 

これまでの１項目から、ただいまの質問４項目の議論を踏まえまして、町長に改め

て伺いますが、この公共施設の再編に関する優先順位をどのような基準で整理をし、

財政健全化と計画推進をどのように両立させていくのか、これまでの議論を通じてで

すね、改めて現時点の町長の方針があれば、ぜひ伺わせていただきたいというふうに

思います。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。町長。 

○町長（小原 仁君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

公共施設の再配置につきましては、どれを優先的にやるかというお話でございます

が、いろんな状況の中で、例えば社会教育施設等もございますし、また保養施設、い

ろんな面もございます。 

まずどれを、まずやるかということにつきましては、まずは私は自身の答えは社会

教育施設、その辺から手を付けたほうがいいのではないかなというふうに思ってます。 

財政健全化との整合性ということでありますが、第４次中期財政計画の中でも数値

がきちっと示されておりますので、その数値をできるだけ遵守しながら、今後とも、

その流れの中で、どの施設をこれから再配置っていうか統廃合、いろんな方法があり

ますけども、やっていくかっていうのを考えてまいりたいというふうに思います。 

○議長（清水顕志君） 再質問があれば許します。２番阿部議員。 

○２番（阿部勝義君） ありがとうございます。 

町長のほうから社会教育施設から順次というお言葉がございましたが、この辺も、

今後、整理をしていく課題なんだろうなというふうに受け止めをさせていただきます

が、第４次中期財政計画につきましては、歳入あるいは歳出全般においてですね、こ

れまでの過去の実績を踏まえて、普通建設事業費で言えば 26 億円。それで、要求が

上がってきたものの約２割から３割を削るっちゅうかですね、調整をかけて計上して

るというふうな形で私は捉えております。 

人口減少が減ってもですね、生活インフラ、例えば道路ですとか、上下水道、ある

いはゴミの処理っちゅうものは、オホーツク海 58 キロを有している我が町にとって

はですね、そっからの恩恵と、その背後には酪農業があって、その後ろには森林がそ

れを支えてるという産業的な構造があるので、やっぱり上下水道とかそういったイン

フラについてはですね、人口が減ったとしても掛かっていくと思うんですよ。 

で、26 億円ってなってます。これは凸凹するはずなんですね。そういったことを

考えると、やはり町長がリーダーシップを取って、その判断基準ですとか方向性をし

っかり、今後、基準を決めていくということが大事なんではないかというふうに思い

ます。 

この判断につきましては、町長にしかできない極めて重い決断が迫られるときが来

るんだろうと思います。 

限られた財源の中でですね、どこにどのような将来の枝幸町を描いていくか、その
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方向性を示すことこそが町長に課せられた最大の責務であるというふうに私は考えま

す。 

本日の議論を通じまして、町長ご自身がその責務を改めて認識され、今後、優先順

位の基準や財政との両立に関する方針を整理していただき、町民に分かりやすく示し

ていただけるものと期待をしております。 

以上で私からの質疑は終わりますが、公共施設の再配置は、人口減少が進む枝幸町

が将来にわたって町民サービスを守り続けるため極めて重要な取組だというふうに思

います。 

行政、議会、町民が危機感を共有し、同じ方向を向いて進むことが何より大切だと

考えます。また、政策を着実に前へ進めるためには、役場庁内の調整役で、いわば事

務方のトップとなる副町長の早期選任が不可欠です。 

適切な体制を整え、町長に明確な方向性とリーダーシップを発揮していただくこと

を期待します。 

議会といたしましても、今後の進捗をしっかりと注視し、必要な議論を続けてまい

ります。以上で私の一般質問を終わります。ありがとうございます。 

○議長（清水顕志君） これをもちまして、阿部議員の一般質問を終わります。 

続きまして、５番徳保喜幸議員の１項目目の質問を許します。 

はい、５番徳保議員。 

（５番徳保喜幸君 登壇） 

○５番（徳保喜幸君） ５番徳保です。通告に従い質問をさしていただきます。 

基幹産業の維持と担い手確保について。 

議会議長から町長へ進まれた小原新町長体制となり初めての議会論戦の機会であり

ます。 

まずは、大変な覚悟と決意があったことと推察しておりますので、推察しておりま

すが、そのご決断に敬意と祝意を申し上げます。 

町政執行方針が示される前にこの質問を提出をしておりますので、今日示された執

行方針と重複するものがあるのかもしれませんが、遅滞の許されない今後の町政課題

と認識し質問をいたします。 

当町の基幹産業である漁業、酪農業、林業は、現在、関係者のご努力により好調に

推移し、まさに当町経済を支える生命線であります。 

人口 7,000 人を下回る中、将来にわたりこの産業規模を維持し次世代へ継承するた

めには、産業の担い手となる若者世代の定住促進が急務であり、今、町政として最重

要課題であると考えます。 

議長から町長へという重責を担われた新町長に、まずはその町政運営の核となるお

考えを伺います。 

一つ目としてですね、基幹産業の維持対策についてであります。 

町長は、本町の漁業、酪農業、林業の現在の産業規模を将来にわたり維持していく

ことについて、町長としてどのような危機感を持ち、またどのような可能性を見出し

ておられますか。 

特に、産業を維持していくための対策をどう考えておられるのか、所見を伺います。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 
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○町長（小原 仁君） それでは、徳保議員のご質問にお答えをいたします。 

町長の基幹産業である漁業、農業、林業は、地域経済を支える主軸であり、将来に

わたり持続的に発展させていくべき、極めて重要な柱であると認識をしております。 

一方で、人口減少や担い手不足、さらには物価高騰などの影響により、一次産業を

取り巻く環境は厳しさを増しており、強い危機感を持っております。 

しかしながら、当町には、オホーツク海の豊かな水産資源、良質な農地、森林資源

など多種多様な地域資源に恵まれており、これらを最大限に活かすことで未来への可

能性も十分見出せるものかというふうに思います。 

このため、今後の対策といたしましては、港湾・漁港や草地整備など、生産基盤の

維持強化、ICT 活用によるスマート化など生産性向上の推進、J₋クレジットなど新た

な収益機会の創出、中小企業支援や物産振興による地域経済の底上げ、ブランド化と

販路拡大での付加価値向上など、産業団体との緊密な連携を図りながら、これらの対

策に重点的に取り組み、産業規模を維持し、これを支える人材の育成と確保、収益性

向上や生産性の効率化を支援し、産業を次世代へ確実に継承してまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、５番徳保議員。 

○５番（徳保喜幸君） はい、ほとんどの内容が、今の答弁ですね、今日示されまし

た執行方針に書かれてるもののとおりということになってましたけども。 

これまでも若者支援等の施策については何点か行われておりますし、また先般行わ

れました全員協議会においても、次世代住宅建設支援事業ですとか、住環境整備事業

なども行われてきてるわけでございます。また、奨学金の償還を補助するというよう

な制度も行われてきてるんだというふうに思います。 

ただ、将来にわたって、今のその産業規模を維持するためには、その若者の定住が

やっぱり必要であり、将来の、その生産人口、担い手をやっぱり一人でも多くつくっ

ていかなければならないということは、明白なことだというふうに思います。 

そのための政策が今重要、将来に向けて重要なんだよということについては、私も

町長も認識を同じくしていただけるんだろうというふうに思うんですけども。 

その点、町長、同じ考えだと考えてよろしいですか。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。町長。 

○町長（小原 仁君） 私の考えも、それに近いものがございます。 

担い手不足で、担い手を増やさなければならないというふうなことよく言われます

けども、まずはその担い手不足の前に、まず、その住環境ですとか、いろんな、その

前にその整備を整えておかなきゃならないものもありますので、そういうことと一緒

に担い手も増やしていく。 

それと、あと、先ほど言いましたスマート化、その事業のスマート化なども、要す

るに、その今、人手をかけないで生産性を上げるっていうことが、やっぱり漁業でも、

漁業は昔はね、勘と経験で、そういって採ったみたいなのがありますけども、今、ち

ゃんとその、いろんな機器、そのデジタル化によって、そんなに無理をしないでも、

すっといって、結構大きな漁獲を得られる。 

また、農業でも、今、トラクターはもう人手をかけないで、もう一人で２台ぐらい

一緒に動かすようなね、そういう時代になってますので、そういうことも含めて、こ
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れから産業に関わる人がどんどん増えていくってことはなかなか考えにくいので、だ

から、少し減った中で、同じような人たちでやっぱり生産性を上げていくというよう

なことも、これから必要なのではないだろうかなというふうに思います。 

先ほど申しましたように、その担い手を確保するためには、その周りの環境もやっ

ぱりきちっと整えていくと、そういう施策も必要だなというふうに思いますので、こ

れからのそっちのほうも、強化していきたいというふうに思います。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） 再質問があれば。はい、５番徳保議員。 

○５番（徳保喜幸君） すいません、冒頭の執行方針の中からもそうですけども、前

村上町政の方針を引き継ぐというような形のお考えが小原町長にもおありだというこ

とは見て取れるわけでございますけども。 

今、言われてたことがですね、全てこれまでを継承するような考えだなというふう

に思うわけです。 

せっかく議長から町長に転身されてるわけですから、もっとご自身の発想ですとか、

独自の考えが示されていいのではないかなというふうに思うわけです。 

若者を少しでも町に増やしていかなければ将来大変ですよっていう考えをもし共有

していただけるんであればですね、町長のお考えとして、それを町民や我々、それか

ら各職員の皆さんに、それを強く発信をすることによってですね、それぞれの課によ

って行われる施策にですね、そういう目的を達成するような施策っていうのが企画さ

れていくんでないかなというふうに思うわけですけども。 

そのようなお考えは持たずに、先ほど答弁されたような、これまでやってきた事業

を継続していくというようなことだけで進んでいくお考えなのか、お考えを聞きたい

と思います。 

○議長（清水顕志君） はい、町長。 

○町長（小原 仁君） そういうことではなくて、まずは、町のその運営のあり方っ

ていうのをまず安定させていく、それが今、現時点では大切だろうと思います。 

いきなり何かを変えて、じゃあ、中が、わいわい、わいわい、その混乱してしまっ

ては、やっぱりその町政運営っていうのはうまくいかないと思いますので、そうやる

中で、やっぱり新しいことを含め、また新しいことを取り組み、それで、どんどん成

長をさせていく、そういうことが私は大事なんだろうなというふうに思います。 

今のっていうか、村上町長がやられた町政がやっぱり非常に問題があって、どう、

だめだよっていうことであればそれは直しますけども、今そういう段階ではない。 

町は、その産業でも今安定してる状況ですから、それを無理に変えて、ぐちゃぐち

ゃにする必要もない。 

これから私なりの考えを持って、そこのとこは考えていきますので、その辺はご理

解いただきたいというふうに思います。 

○議長（清水顕志君） 再質問ありますか。はい、５番徳保議員。 

○５番（徳保喜幸君） はい、これから私なりの考えを考えていくんだということで

すけども。 

例えば、今日示されております執行方針の中で、５ページに「少子化が進む中、安

心して子育てができる環境を整え、地域の宝である子どもたちの成長を後押しできる

よう将来を見据えた戦略的な支援施策の検討を進めてまいります。」というふうにあ
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りますけども。 

抽象的な表現で中身がちょっとよくわからないんですけども、例えばこの戦略的な

支援施策っていうのはどういったことを想定しているのか、お考えを聞きたいと思い

ますけど。 

○議長（清水顕志君） はい、町長。 

○町長（小原 仁君） 戦略的というのは、いろいろ言葉の使い方ありますけども、

議員が先ほど言われたように子育てのしやすい環境をつくる。で、ここにっていうか、

枝幸に住んでいるお母さん方が子育てしやすいっていうふうに思ってもらえる、で、

そこんとこをターゲットにしていくっていうのは、戦略的っていうことにもなるんで

しょうけども。 

やはり、これから子育てをして子どもを増やしていくってことは、根本的にはやっ

ぱり子育てしやすい町である。そうでなければ、もちろん、子育てしていただけませ

んし。 

だから、議員も我々と一緒にその子育て世代の方々とお話をしてるときにね、これ、

多分、問題もわかったんだろうなというふうに思います。 

だから、そういうことも含めて、私はとにかく、そのときに、そういうお母さんた

ちに言われたのは、やっぱりね、子どもの医療費無償化してほしいっていうことがあ

りましたから。私は無償化をいたしますけども。 

だから、それも一つ一つやっぱり増やしていきながら、子育てのしやすい町をつく

っていくってことが、やっぱり何もかにも一遍にはできませんから、これ予算のある

ことですから。 

だから、それもやっぱり徐々に増やして、やっぱり本当に皆さんが子育てしやすい

町だなというふうに思ってもらえるような、やっぱり対策をしてまいりたいというふ

うに思いますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（清水顕志君） はい、５番徳保議員。 

○５番（徳保喜幸君） はい、昨年まで一緒に議員をやっていられた小原町長であり

ますから、タウンミーティング等で若者世代の方にお話を伺った場には私もいます。 

その子育てのしやすい町を望むという、お母さんたちの声っていうのは聴いてきて

るわけでございます。 

そんな中で、今、町長のほうから医療費の無償化やるって言っていただけたのかな

というふうに思いますけど、やるって明言されたっていうふうに間違いないですか。 

ちょっと確認したい。 

○議長（清水顕志君） はい、ちょっと、今、１回ちょっと止めさせてもらいます。 

○議会事務局長（桔梗智明君） ちょっと質問から逸脱してると思うんですけども。 

２項目目の質問に関連してるんじゃないかと思われます。 

○５番（徳保喜幸君） 失礼しました。 

ということと先ほどの無償化をちょっと発言の確認だけ。はい、大丈夫ですか。 

○議長（清水顕志君） はい、どうぞ。いいですか。町長。 

○町長（小原 仁君） はい、もう、やります。そういう作業に入ってますので、こ

れから医療費の、子どもの医療費の無償化はやります。 

はい、以上です。 

○議長（清水顕志君） はい、５番徳保議員。 
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○５番（徳保喜幸君） 先走ってしまって、私の質問内容が２項目目まで飛んでるよ

というご指摘がありました。お詫びを申し上げたいなというふうに思いますけども。 

いずれにしましても、今ある基幹産業をですね将来維持していくためには、やっぱ

り若者世代の数を維持していくということが非常に重要であるというふうに思います

し、小原町長下のこの４年間の活動が早めに動くことによって、将来につながってい

くんだというふうに思いますんで、しっかりと取り組んで対策をお願いしたいという

ことを申し上げまして、２項目目にいきたいと思います。 

○議長（清水顕志君） はい、以上をもちまして、徳保議員の１項目目の質問を終わ

ります。 

引き続き、徳保議員の２項目目の質問を許します。 

５番徳保議員。 

○５番（徳保喜幸君） はい、担い手確保のための若者世代への具体的な定住支援対

策についてということですけども。 

１問目でそこまでもう突っ込んでしまってますんで、重複するのかもしれません。 

若者世代がこの町で働き、家庭を築き、子を育てるというライフサイクルを描ける

環境づくりは不可欠です。 

既存の子育て支援の拡充に加え、漁業、酪農業、林業の現場で働く若者たちをター

ゲットにした若者定住支援ビジョンはどのようなものか、次世代育成、子育て支援の

独自政策についての構想をお持ちであれば伺います。お願いします。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。はい、町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） それでは、２項目目の徳保議員の質問にお答えいたします。 

現状、人口減少が急速に進む中で、担い手確保と定住促進は当町にとって最大の課

題であり、若い人たちが、学び、働き、家庭を築き、子どもを育てるという未来に向

かう人生設計を描ける環境づくりは不可欠です。 

このため、まずは、若年層への切れ目のない支援を柱とした定住対策を引き継ぎ、

着実に進めてまいります。 

具体的には、奨学金償還や結婚生活支援による経済的負担軽減、住宅建設支援や空

き家対策による住環境整備、医療、福祉、教育の持続による環境づくり、実効性のあ

る包括的な子育て支援の提供、情報発信による新たな人の流れの創出、これらを総合

的に展開してまいります。 

また、定住を含む人口減少問題へ対応する構想は第３次まちづくり計画に基づく重

点戦略であり、本年策定する第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略により、各種施

策をビジョンとして一体的に示す予定であります。 

この施策では、子どもの医療費無償化を含めた包括的な子育て支援の検討を進める

とともに、外国人材の受入環境の整備や多文化共生の推進なども視野に入れ、地域や

産業を支える多様な人材の確保に取り組みます。 

さらに、これらの施策を展開、共有することにより、若い人たちが安心して豊かに

暮らせる環境を整え、活力ある元気なまちの実現を目指してまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、５番徳保議員。 



- 34 - 
 

○５番（徳保喜幸君） はい、子育てしやすい安定した町をつくるということは最も

なことだろうというふうにも思いますし、それがなければ将来の枝幸も不安になって

くるということだというふうにも思います。 

外国人材をというようなお話も中でありましたけども、特に、今、ホタテの乗組員

なども、半数ぐらいが、ホタテの、外国人を乗船させておりますけども、あの方たち

の人数もこれ以上増やすことができないんだっていうような、法律上の縛りもあるよ

うです。 

ですから、やっぱり日本人の乗組員を増やしていかなければ外国人も増やせないと

いうような状況になってるというふうにも思っておりますんで、日本人の若者をやっ

ぱり枝幸町に一人でも二人でも住んでいただけるというような、そんなまちづくりを

重点にしてですね、これからの各施策を行っていただきたいというふうに思いますん

で、ご決意のほどお願いできればと思います。 

○議長（清水顕志君） はい、町長。 

○町長（小原 仁君） はい、その外国人の受け入れ等の問題にいたしましても、こ

れ、話はその反対のほうの話になってしまいますけども、結局は日本人の方が働いて

いただけないから仕方なしにその外国人を受け入れるっていう、やっぱ、そういう側

面もあると思うんですよね。 

今、日本人をその募集しても、おそらく大変な状況なんだろうと思います。 

だからそれを誰かがやらなければいけない、そうであれば。だから、それは町であ

ったり、その産業界の方であったり、皆さんでその辺はいろいろな対策をしながら、

日本人の方に働いていただける、そういう環境をつくり、島でも昆布干しに本州の大

学生が来て、こういっちゃ漁業ですから、なかなかその短期間でそういうことがやっ

てもらえないかもしれませんけども、そういう一つのアイデアとして、これからいろ

んなところに働きかけながら、どういう就業方法がいいのか、やっぱ、そういうこと

もみんなで考えて議論しながら、やっぱり、より良い方法をこれからはつくっていき

たいなというふうに思います。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） 再質問があれば。はい、５番徳保議員。 

○５番（徳保喜幸君） はい、本来であれば、ここで執行方針にもあります医療費の

無償化について言及すべきところだったんだと思いますけども、町長から先にやりま

すと、もう進んでますというようなお話でございましたけども。 

これにつきましては、私も昨年一般質問で提案をさせていただいて、高校生までの

医療費の無償化できるんでないかっていうような提案をさせていただきましたけども、

そのときには、前村上政権ではございましたけども、町政ではありましたけども、な

かなか前向きな答弁がなかった中、小原町長になってですね、やりますというような

ご決断をいただいたということは、大変歓迎をしたいというふうにも思ってます。 

ぜひ、高校生までということで設計をお願いできればというふうに思いますんで、

よろしくお願いを申し上げまして、３項目目に移りたいと思います。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、徳保議員の２項目目の質問を終わります。 

引き続き、徳保議員の３項目目の質問を許します。 

はい、５番徳保議員。 

○５番（徳保喜幸君） はい。それでは３項目目として、私の言葉足らずといいます
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か、ちょっと文章が足りなかったのかもしれませんけども、町長としての覚悟につい

てという質問項目になってしまっていてますけども。 

議長として長年議会を率いてこられた知見と、現在の町長としての立場を融合させ、

この人口減少と産業衰退という二重の危機をどう乗り越え、将来の枝幸町のための政

策を推進されるのか、町長としての最初の覚悟と決意を伺います。 

重複する答弁になるかもしれません。よろしくお願いします。 

○議長（清水顕志君） はい、答弁を求めます。町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） それでは、徳保議員の３項目目の答弁をお答えいたします。

答弁といたします。 

人口減少と産業の担い手不足という二重の課題は、当町の持続的発展に大きな影響

を与えるものであり、町政の先頭に立つ者として、その責任の重さを強く受け止めて

おります。 

町政執行方針でも述べましたとおり、私は「子どもに渡そう大きな未来」という理

念のもと、町民一人ひとりが安心して暮らし、将来に希望を持てる持続可能なまちづ

くりに全力で取り組む決意であります。 

その実現に向け、みんなが豊かで安心して暮らせるまち、活力と挑戦に満ちた元気

なまち、安全で人に優しいまちという三つの基本方針に基づき、さらなる発展を目指

し施策を推進してまいります。 

これには、これまで議員として、また議長として議会運営に携わってきた知見や経

験も生かしながら、町民、議会、関係団体との丁寧な対話を重ね、ともに歩む実行性

のある町政を職員とともに進めていく所存です。 

枝幸町の大きな未来のため、さまざまな課題から目を背けることなく一つ一つ着実

に取り組み、次世代に誇れる豊かで元気なまちを築いていく覚悟です。 

以上、答弁といたします。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

５番徳保議員。 

○５番（徳保喜幸君） はい、私は、今日、小原新町長のですね、その初めての議会

論戦ということで、私なりに、一番、今、最優重点課題だと思われるその将来の担い

手確保のための質問をさせていただきました。 

時間がかかるっていいますか、今、子どもが生まれて 20 年後やっと働く世代にな

るというような長いスパンのかかる問題でありますから、取組を１日も早くしてです

ね、将来に備えるということが重要なんだろうというふうに考えております。 

ぜひ、町長の言われる「子どもに渡そう大きな未来」という理念のをですね、達成

するためにですね、しっかりと町政運営をお願いしたいというふうに思うわけですけ

ども。 

その共に歩む実行性のある町政というお言葉がありましたけども、それを実現する

ためにも、やっぱり町長自身の足元を固めておくということが必要なんだろうという

ふうに思います。 

先ほど同僚議員の質問でもご答弁がありましたけども、現在、その町民が一番関心

あるのは、やっぱり副町長が不在であるということに尽きるんだというふうに思うわ

けですけども。 
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先ほども答弁がありましたので簡単に質問させていただきますけども、地方自治法

161 条で副長の設置っていうのは謳われておりまして、当町の条例においても、その

地方自治法 161 条に沿って副町長を一人置くというふうに謳われてるんだというふう

に思います。 

現状、副町長がいないということは、その条例にも反するようなことなんだろうと

いうふうに思うわけですけども、そういうことは、もう認識されておるということで

考えてよろしいですか。 

○議長（清水顕志君） はい、答弁を求めます。町長。 

○町長（小原 仁君） あの、もちろん認識はしております。 

ただ、先ほどあの申しましたように、じゃあ、どっから、どっからか連れてきて設

置すれはいいってそういうもんでもないですし、やっぱり枝幸町の副町長として、や

っぱり適切な方を設置したいという思いから、私は今まで設置を枝幸でできませんで

した。 

これからまた、当然置かなくていいとは思ってません。だから設置はしたいと思い

ますが、やっぱりその、適切な方がいないとなれば、やっぱり、それは無理して設置

しても結局は枝幸のためにならないと私は思ってますので。 

だから、やっぱり、ただ設置しなければならないから設置するんだということでは

なくて、やっぱり副町長としてやっぱり枝幸の力になってくれる副町長を設置したい

ということなんで、これから、また、いろんな方にお願いしたり対策を講じて設置し

てまいりたいと思いますので。 

ただ、本当に私はあの設置しなくていいとは全然思ってませんので。やっぱり、自

分、自分の力を発揮するためには、やっぱり副町長は必要だなという自分の考えもあ

ります。 

ただ、今現時点では、そういう方がいらっしゃいませんし、無理して設置しても、

やっぱりいろんな混乱を招くだけだというふうに思ってますので、その辺はご理解の

ほうよろしくお願いします。 

○議長（清水顕志君） はい、再質問があれば許します。はい、５番徳保議員。 

○５番（徳保喜幸君） はい、町長が言われるその自分の施策を推進するためにも、

役場内がしっかりと機能させていくためにも、やっぱり、あの副町長の存在というの

は必要不可欠であるというふうに思います。 

また、それ町民のためでもあるというふうに思いますので、しっかりとあの対応を

していただきたいということを申し上げまして質問を終わらさせていただきます。 

ありがとうございます。 

○議長（清水顕志君） はい、これをもちまして、徳保議員の一般質問を終わります。 

続きまして、６番野口洋郎議員の質問を許します。 

６番野口議員。 

（６番野口洋郎君 登壇） 

○６番（野口洋郎君） 通告に従いまして質問いたします。 

非核・平和都市宣言について、町長にお伺いします。 

この６月 10 日、枝幸町平和祈願・戦没者追悼式が執り行われ、私たちは悲戦の誓

いを新たにいたしました。 

しかし世界の情勢を見ると、ここ数年至るところで紛争が絶えず、罪のない多くの
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子どもたちがその犠牲になっています。 

国際情勢の緊張がこのように高まっている中、枝幸町は平和の意思を明確に示す必

要があるのではないでしょうか。 

そこで１項目目の質問をいたします。 

現在、多くの自治体が非核・平和都市宣言を表明しており、北海道でも 124 の自治

体が宣言をしています。この宣言は、平和行政や住民への啓発の基盤になるものと考

えます。 

私は、平成 27 年９月議会で前町長に対し非核・平和都市宣言についての一般質問

をしています。そのときの町長の答弁は、「合併前の両町はそれぞれの宣言があった

が、新町において必要性を個々に判断し対応する。」としていて、「今後、意見をい

ただきながら検討する。」というものでした。 

その後 11 年が経過しましたが、何らかの検討はされたのでしょうか。 

冒頭にも述べましたが、国際情勢の緊張がこのように高まっている中、当町の住民

一人ひとりが、改めて非核とは何か、平和とは何かを自ら考える機会になるとも思い

ます。 

枝幸町は、非核・平和都市宣言を表明するべきだと考えますが、町長の所見を伺い

ます。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） 野口議員の質問にお答えいたします。 

まず、非核・平和都市宣言につきましては、議員ご指摘のとおり、全国や道内にお

いて多くの自治体が宣言を行っており、平和行政の推進や住民への啓発の基盤として

位置づけられているものと認識をしております。 

当町におきましては、合併前の旧町においてそれぞれの宣言がなされていた経緯が

ございます。また、平成 27 年９月議会において、新町としての取り扱いについて必

要性を含め検討していく旨の答弁を行っております。 

その後の対応についてでありますが、これまで当町においては、毎年、戦没者追悼

式の開催や平和記念事業を継続的に実施し、非戦・平和の理念の継承と意義の啓発に

取り組んできたところであります。 

こうした取組を通じて、町民の皆様に平和の尊さについて意識の醸成に努めてまい

りました。 

非核・平和都市宣言の制定につきましては、その趣旨や意義については十分理解し

ており、平和について改めて考える契機となる取組の一つであると受け止めておりま

す。 

このため、現時点において宣言を行う考えには至っておりませんが、今後の社会情

勢や変化や町民意識の動向、さらには議会における論議を十分に踏まえながら検討し

てまいります。 

いずれにいたしましても、今後とも平和の尊さを後世に伝えていく取組を継続し、

町民一人ひとりが平和について考える機会の確保と意識の醸成に努めてまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、６番野口議員。 
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○６番（野口洋郎君） はい、ただいまの答弁で、認識はしているんだという部分、

非常にわかりましたので、それは本当に良かったなというふうに思うんですが。 

自治体がですね、この非核・平和都市宣言を行なうっていう最大の理由っていうの

が、やはりですね、住民の命と安全な暮らしを守るために核兵器廃絶と世界恒久平和

を求める自治体であるっていう、そういう基本姿勢を内外に示すと。この内外にって

いう部分がちょっと重要だと思うんですね。 

もちろん、枝幸のまちの中にもそうなんですが、外側ですよね。外側に対しても枝

幸町はこういうまちなんだっていうことを示すというのが、非常に意義のあることな

のではないかなというふうに思っています。 

それで、宗谷地方でいうと稚内市と礼文町だけなんですよね、この非核宣言、平和

都市宣言を行なってるのが。なぜ、そういうことになってるのかっていうのは、ちょ

っと分からないんですけども、ぜひ枝幸町でもその宣言を発していただきたい。 

というのも、ご存知のように、質問でも述べましたが、世界情勢がこのように本当

に紛争が絶えないっていうような状況であります。 

もしかしたら核が使われるんではないかっていうようなところまでの議論まで行っ

てしまうような、そういう状況の中で、私たち枝幸町はこういう宣言をしているんだ

っていう、そういうアピールっていうのが非常に大切なのではないかなというふうに

思われます。 

町長、検討するということだったんですけども、ぜひ、その辺をもう少し掘り下げ

てですね、なんとか早いうちにこの検討委員会みたいなものをつくっていただいてと

いうふうに思うんですが、その辺の考えはいかがでしょう。 

○議長（清水顕志君） はい、総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 野口議員のご質問にお答えいたします。 

平和宣言においてはですね、非核・平和宣言都市宣言におきましてはですね、これ

まで多くの自治体において、おおむね 1980 年代の米ソ核軍拡への反発や、日本が世

界唯一の被爆国であるという歴史を背景に、住民団体からの請願や陳情を契機として

議会発議や決議により採択されてきた経緯がございます。 

先ほど、町長の答弁と重複する面はありますが、当町においては、これまで宣言と

いう形式に限らず、これまでも平和に関する取組として、平和祈願・戦没者追悼式の

開催、原水爆禁止国民平和大行進への署名・活動協力、平和首長会議への加盟を通じ

た平和教育・啓発活動、また平戸市との中学生相互交流の中での平和学習への参加と、

これらを継続し平和理念の普及啓発に努めてまいりました。 

野口議員がおっしゃる内外にお示しするということは十分認識いたしますが、宣言

の必要性や検討時期につきましては、住民の意向や機運の高まり、さらには請願・陳

情などの動向を踏まえ、その際に、改めて議会の皆さんとも、皆様とも十分に連携し

ながら、検討・対応していきたいと考えておりますので、今、直ちに宣言をするって

ことについては考えておりません。 

以上で、以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（清水顕志君） はい、再質問あれば。はい、６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） はい、平和に関するですね取組っていうのが十分になされて

いるっていうふうには私も理解しています。私も一緒に署名を町長にお願いしたりと

かっていうようなこともありましたのでね。 
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そういう意味では、枝幸町が平和に対して、それを蔑ろにしてるというふうには全

然思ってはいないんですが、ですが、であれば、この非核・平和都市宣言をしてもい

いんじゃないかって逆に思うんですよね。これを別に拒む必要があるのかな。 

これは、その住民の請願とか陳情とかそういったものがなければできないっていう

ことではないと思うんですね。町が、首長がやるんだと決めれば、それでできること

だっていうふうに考えるんですけども、その辺はどうなんでしょうか。 

例えば、議会としての議論がっていうような話だと、今日、私がやって話してるこ

とがこの議会の議論になるとは思うんですよね。 

それで、あとは、町民からの請願とか陳情とか、そういったものがなければこれは

できないんだっていう、そういう認識なのか。 

それとも町発議っていうか、首長が決定してやるんだっていうようなことになって

もおかしくはないかなっていうふうに思うんですけど、その辺の認識はどのようなふ

うに思っておられるのかお聞きします。 

○議長（清水顕志君） はい、総務課長。 

○総務課長（高瀨雅之君） 野口議員のご質問にお答えいたします。 

首長発議で宣言するというのも、できることはできると思います。 

ただ、これは、内外に示すっていうことであれば、町民の皆さんからそういう機運

が高まってきたときに考えていくっていうことが町としての考え方でございます。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、再質問あれば。はい、６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） すいません、課長の話は分かりました。 

町長がどのように考えてるのかっていうのをちょっと町長のお言葉で聞きたいと思

いますけども、お願いします。 

○議長（清水顕志君） はい、町長。 

○町長（小原 仁君） 先ほどの私が答弁してきた中にありますので、代々の町政が

宣言はしてこなかった。私も、今、宣言をする必要はないと私は思ってます。代々の

町長の皆さんと同じです。 

ですから、平和の大事さはわかりますし、その宣言をする必要があるかないか、意

味があるかないかっていうことになれば、私は、今時点でその宣言をする必要はない

というふうに自分で思っておりますので、私自身は、その宣言をすることはいたしま

せん。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、再質問あれば。はい、６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） はい、町長の考え、枝幸町の考えがよくわかりましたので、

質問はこれで終わるんですけども。 

今後ですね、町民、住民からの陳情ですとか請願とか、そういった中で、町の機運

が高まればそういった宣言もやぶさかではない、そういうふうな考え方でよろしいで

すか。 

○議長（清水顕志君） はい、町長。 

○町長（小原 仁君） 私自身そういう、今のところ中身はわかっても意味を見出せ

ないので、だから、そういうことが住民の方から上がってきた段階で、議員の皆さん

とかいろんな方にご相談を申し上げ、意見をいただきながら、またその辺は、将来的
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に考えてまいりたいというふうに思います。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、これをもちまして、野口議員の一般質問を終わります。 

続きまして、10 番小林正浩議員の質問を許します。 

はい、10 番小林議員。 

（10 番小林正浩君 登壇） 

○10 番（小林正浩君） 10 番小林です。通告に従いまして質問させていただきます。 

町民の安全安心を守るための樹木の点検管理。 

今年の春、公園の樹木が倒れる人身事故が発生した事例や、街路樹が強風により倒

木し、長時間の停電が発生しました。 

国土交通省によると、街路樹は全国に約 720 万本あり、年平均で約 5,200 本が倒

木しています。 

街路樹は、1960 年から 1970 年代の高度経済成長期に全国各地で整備されました。 

植樹から長い年月が経って老木化が進み、木の内部に菌が入り込んで幹に空洞がで

きたり、根が腐っている可能性があります。人身・物損事故防止のためにも樹木の定

期的な点検が必要です。 

これを踏まえて質問いたします。枝幸町には何本の街路樹があるのか、そしてどの

ように点検管理されているのか、主要な街路樹それぞれの植樹の時期を伺います。 

また、公園の歩道付近の樹木の点検管理についても町長に伺います。 

以上です。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） 小林議員の質問にお答えをいたします。 

町長の街路樹につきましては、道路の景観や環境保全の観点から整備してきたもの

であり、昭和 52 年から平成 13 年までの間、道路事業のほか町内会・各種記念事業な

どで整備されたものなど、現在、主要路線で約 800 本の街路樹を管理しております。 

また、全国と同様に町長につきましても、古いもので植樹から 50 年近く経過した

ものもあり、今後、老木化の進行による幹の空洞化や亀裂等、倒木のリスクなどが懸

念されるものと認識をしております。 

これまで、当町の維持管理は、委託による樹木の選定や定期的な巡回目視点検、強

風時の状況把握など、実態を踏まえた維持管理に努めてきております。 

今後については、さらなる巡回点検の強化や予防的な剪定・伐採を検討するととも

に、必要に応じて専門的な診断の活用も視野に入れるなど、可能な限り安全確保に努

めてまいります。 

なお、各公園等樹木の点検につきましては、街路樹と同様に危険箇所の早期把握に

努め、引き続き樹木の健全度に応じた維持管理と適切な対策を進めてまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（清水顕志君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、10 番小林議員。 

○10 番（小林正浩君）  まず、過去にですね、枝幸町においてですね、倒木ってい

うものが確認されたことがあるのかどうかっていうのをお聞きしたいと思います。 

○議長（清水顕志君） はい、建設課長。 
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○建設課長（平谷昌仁君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

街路樹につきましては、今まで道路のほうに倒木してきたという事象はないと考え

ております。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、10 番小林議員。 

○10 番（小林正浩君） わかりました。 

それで、ちょっと心配するのはですね、病院の前っていうのは、街路樹、枝幸町の

街路樹だと思うんですが、非常に土の部分が狭いっていうのか、アスファルトやそう

いう人工物で囲われてて、その根の部分がどういうふうになってるのかっていうのが

確認できないと思うんで、すごい不安があるんですが、そのへ辺は大丈夫なんでしょ

うか。 

○議長（清水顕志君） はい、建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

樹木の点検につきましては、国の道路緑化技術基準っていうのがございまして、通

常巡回点検と定期的な巡回点検、それと異常時巡回ということで、巡回の頻度につき

ましては月１回、それと定期点検については年１回、それと異常気象時にそれぞれ気

象ごとに出ております。 

その都度ですね、今、ご質問にありました、病院前、興浜通線というんですけれど

も、そちらにつきましてはですね植樹が健全でございまして、それ、今、枝払いのほ

うもですね実施しておりまして、それと同時に、その樹木の健全度も一緒に見てまい

ってますので、その中では、今のところ悪い木はないというふうに認識しております。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、10 番小林議員。 

○10 番（小林正浩君）  安心しました。樹木を目視して健康で、しっかりと育って

るということだと認識します。 

次にですね、これ街路樹ではないですが、小学校の周りに随分大きい木がいっぱい

あると思うんですよね。この点検管理がどのように行われてるのかっていうのをお聞

きしたいと思います。 

○議長（清水顕志君） 答弁を求めます。学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまの小林議員のご質問にお答えをいたします。 

学校の前にある樹木についてですけれども、学校校務補の日常的な管理に加えまし

てですね、教育委員会職員、もちろん教職員もそうですが、そこのですね、学校へ行

った際のですね、確認によりですね、業者への委託が必要と思われるような場所、箇

所についてはですね、専門の業者の方へご相談をさしていただいたり、また役場の内

部でもですね、建設課や農林課、知識のある方々へですね、相談をさしていただきな

がら、危険箇所については相談やそれから見積もりを依頼するなどしてですね、定期

的に毎年管理を行ってるものでございます。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、10 番小林議員。 

○10 番（小林正浩君）  ということは、学校の周りの樹木に関しても管理されてい

て安心していいよっていうふうに捉えていいっていうことでしょうか。 

○議長（清水顕志君） はい、学校教育課長。 
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○学校教育課長（三浦淳史君） はい、ただいまの、ご質問にお答えをいたします。 

目視、それから専門知識のある方々にですねご相談をして、しっかり確認をしてお

りますので、安心していただければと思います。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、10 番小林議員。 

○10 番（小林正浩君）  はい、町民の安全、安心を守るということで言えば、これ

からはフェーズフリーっていう防災対策が重要だっていうふうに言われてます。 

そのフェーズフリーっていうのは、災害時に役立つ行動を普段の生活の中に取り込

んで、いつもその防災に対応していくっていう考え方だと思うんですが。 

例えばあの災害時に、どのように避難するかっていうのは当然言われてますし、そ

れにプラスして、あの自宅から避難所までの間に危険な場所はどこなのか、あとは危

険な木があるかどうかなどを知ることっていうのは必要なことで、その次に、あの自

分の足で避難するために、あの自分が避難所まで行けるっていう状態をつくるってい

うのが大切だっていうふうに言われてます。 

その中で、小学生などはやっぱり災害弱者だと思うんで、特に対策が必要だと思う

んですが、今、小学生の子どもたちに、こういう教育っていうのはされてるのかなと。 

今後の展開について、もし、あるんであれば、はい、答弁願いたいなと思います。 

○議長（清水顕志君） はい、学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまの、ご質問にお答えをいたします。 

各学校においてもですね、当然、その避難訓練、それから、最近、近年災害等が多

いので、安全教育に関してはですね、行なっております。 

ただ、いろいろなことが想定されますので、今後の課題といたしましてですね、よ

り一歩進んだような内容なものもですね、役場のほうも防災の専門家の方もいらっし

ゃっておりますので、そういったところにも相談をしながらですね、今後の課題とし

て受け止めさしていただきたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、10 番小林議員。 

○10 番（小林正浩君）  町長の町政施行方針の中にも事前防災っていう考え方で、

これ同じことだと思うんで、ぜひ、ぜひ、災害時になって慌てないようなことを、や

はり、あの平時のときにやってくっていうことが必要だと思うんで、ぜひ皆さん、そ

のことを認識していただきたいなっていうふうに思います。 

最後なんですけど、これ、あの町には直接関係ないと思うんですけれど、枝幸町内

に道道がありまして、道道の木がどんどん成長して、今、電線が葉っぱによって隠れ

てるんですよね。もし、その道道の木が倒木するようなことがあれば、枝幸町も停電

に見舞われるっていう可能性があるんで、そういう相談は道にしているのかどうかっ

ていうことをお聞きしたいと思います。 

○議長（清水顕志君） はい、建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

道道に関しましてもですね当町にある路線ですので、あの当町では管理しておりま

せんが、そういう事象があれば、その都度、北海道のほうに相談してございます。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、10 番小林議員。 
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○10 番（小林正浩君）  はい、うちの周りにもいっぱい木があるんですけれど、ど

の木も電線が木の中に隠れております。 

ですから、やっぱり早期にやっぱりその部分を伐採するとかして、やはり電線に影

響ないようなふうにしていただければと思いますんで、ぜひ、早期に相談していただ

ければっていうふうに思います。 

普段マンパワーが足りない中で、道路の維持管理、それと樹木の管理をされている

っていうことは非常に敬意を表したいと思いますが、やはり町民の安心・安全のため

に、やっぱり日々の変化っていうのに気づくっていうのが大切なことだと思いますん

で、ぜひ、これからも職務に励んでいただければと思います。 

これで質問を終わります。 

○議長（清水顕志君） これをもちまして、小林議員の一般質問を終わります。 

１時間経ちましたので、ここで休憩をいたします。なお、再開は 14 時 20 分まで休

憩したいと思います。よろしくお願いします。 

休憩 午後２時０６分 

再開 午後２時２０分 

 

◎日程第７ 選挙第５号 

○議長（清水顕志君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

日程第７ 選挙第５号 枝幸町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙についてを議

題といたします。 

議会提出議案書の１ページになります。 

本件につきましては、枝幸町選挙管理委員会委員長より、令和８年６月３日付、枝

選管第 15 号により、当委員会委員及び補充員の任期満了に伴う選挙を行うべき事由

の発生についての通知を受けたことから、地方自治法第 182 条第１項及び第２項の規

定により、議会において選挙するものであります。 

ここで、選挙の方法についてお諮りします。 

この選挙第５号の選挙の方法につきましては、議会運営委員会で協議され、地方自

治法第 118 条第２項の規定により指名推薦にしたいと思いますが、ご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、選挙の方法については、指名推薦で行うことに決定されました。 

お諮りいたします。指名の方法については、議長が指名することとしたいと思いま

すが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、議長が指名することに決定しました。 

名簿配布のため、このまま暫時休憩といたします。 

休憩 午後２時２１分 

再開 午後２時２２分 

○議長（清水顕志君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 議長から選挙管理委員の指名を行います。お名前のみ申し上げます。 
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野崎裕一氏、村山恵一郎氏、島崎慧覚氏、乾 純子氏、以上の４名の方をご指名申

し上げます。 

お諮りいたします。ただいま議長が指名しました４名の方を選挙管理委員の当選人

と定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名しました野崎裕一氏、村山恵一郎氏、島崎慧覚氏、乾 

純子氏、以上の４名の方が選挙管理委員に当選されました。 

引き続き、選挙管理委員会委員補充員を指名いたします。お名前のみ申し上げます。 

窪田潮香氏、竹村栄治氏、君ケ袋政仁氏、平谷麻衣子氏、以上の４名の方をご指名

申し上げます。 

お諮りいたします。ただいま議長が指名しました４名の方を選挙管理委員補充員の

当選人と定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名しました窪田潮香氏、竹村栄治氏、君ケ袋政仁氏、平谷

麻衣子氏、以上の４名の方が選挙管理委員補充員に当選されました。 

次に、補充員の順序についてお諮りいたします。 

補充員の順序は、ただいま議長が指名した順序にしたいと思いますが、ご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、補充の順序は、ただいま議長が指名した順序に決定されました。 

 

◎日程第８ 同意第４号 

○議長（清水顕志君） 日程第８ 同意第４号 人権擁護委員の候補者の推薦につい

てを議題といたします。 

提出者の説明を求めます。 

小原町長。 

（町長小原 仁君 登壇） 

○町長（小原 仁君） それでは、同意第４号 人権擁護委員の候補者の推薦につい

て、次の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第

３項の規定により、議会の意見を求める。 

令和８年６月 23 日 枝幸町長。 

提案の趣旨でございますが、現在、当町における人権擁護委員につきましては、５

名の方が任命されており、町民の基本的人権擁護のためにご尽力いただいているとこ

ろであります。 

人権擁護委員のうち、合田 肇氏、佐藤修司氏、佐々木貴教氏、渡辺順子氏の４名

が本年９月 30 日をもって任期満了となり、旭川地方法務局公認となる候補者の推薦

を求められていることから、次の４名の方を人権擁護委員として推薦いたしたく、人

権擁護委員法第６条第３号の規定により、議会の意見を求めるものであります。 

参考資料の１ページをお開き願います。 
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人権擁護委員の候補者として推薦したい方は、合田 肇氏でございます。 

合田氏におかれましては、人権擁護委員として平成 29 年 10 月に任命を受けて以来、

現在まで本委員としてご活躍されているところであり、引き続き推薦いたすものであ

ります。 

参考資料２ページをお開き願います。 

次に候補者として推薦したい方は、佐藤修司氏でございます。 

佐藤氏におかれましては、人権擁護委員として平成 29 年 10 月に任命を受けて以来、

現在まで本委員としてご活躍されているところであり、引き続き推薦いたすものであ

ります。 

参考資料３ページをお開き願います。 

次に候補者として推薦したい方は、田村良昭氏でございます。 

田村氏におかれましては、昭和 51 年から平成 31 年まで枝幸消防署歌登分署に勤務

され、豊富な識見と豊かな経験を兼ね備えており、多様な人権擁護活動にご尽力いた

だけるものと大いに期待しているところです。 

なお、田村氏については、令和８年９月 30 日をもって任期満了となる佐々木貴教

氏の後任として推薦いたすものであります。 

参考資料４ページをお開きください。 

次に候補者として推薦したい方は、十川光穂氏でございます。 

十川氏におかれましては、北海道枝幸高等学校をはじめ、幾多の高等学校での勤務

を終えて、現在は、目梨泊小学校で学校保健支援員として勤務されております。また、

令和７年から現在まで、民生委員・児童委員を務められるなど、豊富な識見と豊かな

経験を兼ね備えており、多様な人権擁護活動にご尽力いただけるものと大いに期待し

ているところです。 

なお、十川氏については、令和８年９月 30 日をもって任期満了となる渡辺順子氏

の後任として推薦いたすものであります。 

以上の４名につきましては、人格、識見ともに豊かであり、人権擁護委員として適

任者であると認められることから推薦いたすものでありますので、ぜひとも、ご同意

くださいますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、提案説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

人事案件でありますので、枝幸町議会会議規則等運用例規定第 50 条の規定により、

討論を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。討論を省略します。 

これより採決に移りますが、採決の方法については、人事案件でありますので、議

会運営委員会において協議された結果により、推薦されている４名の方々を一括して

起立により採決したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 
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したがって、採決方法は、４名の方々を一括して起立により採決することに決定さ

れました。 

これより、同意第４号について採決します。 

お諮りいたします。ただいま提案されました４名の方々につきまして、提案のとお

り同意することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

○議長（清水顕志君） 起立多数と認めます。ご着席ください。 

したがって、同意第４号 人権擁護委員会委員の候補者の推薦については、合田 

肇氏、佐藤修司氏、田村良昭氏、十川光穂氏の４名の方々を提案のとおり同意するこ

とに決定されました。 

 

◎日程第９ 陳情第３号 ～ 日程第１０ 陳情第４号 

○議長（清水顕志君） 日程第９ 陳情第３号 2027 年度地方財政確立にむけた意

見書を国に提出することを求める陳情書。日程第 10 陳情第４号 ｍRNA 接種事業中

止の意見書提出を求める陳情書を議題といたします。 

これらの陳情は、議長宛てに郵送又は提出のあった陳情書であります。内容は、お

手元に配布しました陳情文章表のとおりであります。 

本陳情については、議会運営委員会においてその取り扱いを協議し、全議員に資料

配布として処理したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第３号並びに陳情第４号については、全議員に資料配布のことと

します。 

なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等をもって提案願いたいと思います。 

 

◎日程第１１ 意見案第１号 

○議長（清水顕志君） 日程第 11 意見案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する

森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書を議題といたします。 

本案の提出者は、村上守義議員。賛成者は、遠山 修議員、徳保喜幸議員より提出さ

れております。 

提出者である村上守義議員、登壇のうえ、提案理由の説明を求めます。 

９番村上議員。 

（９番村上守義君 登壇） 

○９番（村上守義君） 議会出提出議案書２ページをお開き願います。 

意見案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充

実・強化を求める意見書。 

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業の充実・強化を求める意

見書を別紙のとおり、枝幸町議会会議規則第 14 条の規定により提出する。 

令和８年６月 23 日 提出者、枝幸町議会議員村上守義。賛成者、枝幸町議会議員

遠山 修、賛成者、枝幸町議会議員徳保喜幸。 

それでは、朗読をもって意見案の説明をさせていただきます。３ページをご覧くだ

さい。 
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ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材施策の充実強化を求める意見

書案。 

本道の森林は、全国の森林面積のおよそ４分の１を占め、地球温暖化防止や国土の

保全、林産物の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に

発揮させるためには、森林資源の循環利用を進める必要がある。 

全国一の森林資源を有する北海道において、本町と道が連携し、2050 年カーボン

ニュートラルの実現に向けて、伐採後の着実な植林による森林の若返りや、長期間、

炭素を固定する木材利用の促進、化石燃料の代替となる木質バイオマスの利用促進な

ど、森林吸収源対策を積極的に推進する責務を担っている。 

本町をはじめ道内各地域では、森林資源の循環利用に向けて、森林整備事業や治山

事業などの国の事業を活用し、植林・間伐や路網の整備、優良種苗の安全供給、山地

災害の防止、木造建築物の整備、森林づくりを担う人材の育成など、さまざまな取組

を進めてきたところである。 

本道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負荷の少ない循環型社会の形成に貢

献するためには、活力ある森林づくりや道産木材の利用、防災・減災対策を一層進め、

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材施策の充実強化を図ることが必

要である。 

よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。 

記といたしまして、１、地球温暖化や山地災害の防止など、森林の多面的機能の持

続的な発揮に向けて、伐採後の着実な植林や適切な間伐、路網の整備や、国土強靱化

実施中期計画に基づく防災・減災対策の推進について、物価や人件費の高騰も考慮し、

必要な予算を十分に確保するとともに、森林の保全と適正な利用に向けた取組を進め

ること。 

２、森林資源の循環利用を推進するため、優良種苗の安定供給、鳥獣害・病虫害な

ど森林被災対策、AI 技術や ICT 等を活用したスマート林業の推進、木材加工・流通

体制の強化、建築物の木造・木質化や木質バイオマスの熱利用の促進などによる道産

木材の需要拡大、外国人材も含め森林づくりを担う多様な人材の育成・確保などに必

要な支援を充実強化すること。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により提出する。 

令和８年６月 23 日、北海道枝幸町議会。 

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学

大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣。以上であ

ります。 

よろしくご審議のほど、ご決定をお願いいたします。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、本意見案に対する提案理由の説明が終わ

りました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 討論を省略いたします。 
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これより、意見案第１号についてを採決します。 

お諮りいたします。本意見案について、原案のとおり採択することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、意見案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材

産業施策の充実・強化を求める意見書は、採択することに決定いたしました。 

後ほど、意見書を議長名で関係機関へ提出いたします。 

 

◎日程第１２ 発議第３号 

○議長（清水顕志君） 日程第 12 発議第３号 枝幸町議会委員会条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。 

本件につきましては、議会運営委員会においてその取り扱いを協議し、枝幸町議会

会議規則第 14 条第３項の規定により、議会運営委員会からの発議で提案することが

決定され、議長宛てに申し出があったところであります。 

提出者であります議会運営委員会の村上守義委員長より、登壇のうえ、提案理由の

説明を求めます。村上議会運営委員長、お願いいたします。 

はい、村上議会運営委員長。 

（議会運営委員会委員長村上守義君 登壇） 

○議会運営委員会委員長（村上守義君） 議会提出議案書の４ページをご覧願います。 

発議第３号 枝幸町議会委員会条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町議会委員会条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和８年６月 23 日提出 枝幸町議会運営委員会委員長村上守義。 

提案理由についてご説明をいたします。 

常任委員会については、地方自治法第 109 条の規定により、普通地方公共団体の議

会は条例で設置することができると規定され、同条第２項の規定により、その部門に

属する当該普通地方公共団体の事務に関する調査を行い、議案、請願等を審査する権

限を有しております。 

あわせて、同条第８項で、議会の議決により付議された特定の事件については、閉

会中もなおこれを審査することもできると定められています。 

こういった調査権や審査権に基づき、枝幸町議会委員会条例第２条の規定により、

総務文教常任委員会、産業厚生常任委員会の二つの常任委員会を設置し、所管事務調

査を行ってきたところであります。 

しかしながら、これまでの常任委員会のあり方を振り返りますと、本来、常任委員

会に与えられている固有の権限をこれまで適正に発揮していなかったことを踏まえま

して、今後、この権限を適正に行使した調査方法の見直しを図ることを踏まえつつ、

町側から提出される説明案件数の両委員会間の均等を図る観点から、同条例第２条に

規定する各常任委員会の名称及び所管を改めるため、所要の改正を行うものです。 

改正内容につきましては、別冊の議会議案関係参考資料によりご説明いたします。

１ページでございます。 

第２条第１号中、総務文教常任委員会を総務民教常任委員会に名称を改めまして、

所管につきましては、情報課の次に町民課（環境生活係の事務分掌に関すること以
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外）、保健福祉課を加えます。 

このことにより、特に、子育て、福祉、教育に関しては、子どもたちの健全な育成

を図る観点から密接な関係性がありますので、同一の常任委員会の所管とすることに

より、効果的かつ円滑な所管事務調査を行うことができるものと考えております。 

次に、同条第２号中、産業厚生常任委員会を産業衛生常任委員会に名称を改めまし

て、所管につきましては、町民課のうち環境生活係の事務分掌に関することを当常任

委員会に残しまして、産業全般、環境衛生、病院等についての所管事務調査を行うも

のといたします。 

附則といたしまして、この条例は、令和８年７月１日から施行するものといたしま

す。 

以上、大変雑駁ではありますが、提案内容の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、発議第３号についてを採決します。 

お諮りします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第３号 枝幸町議会委員会条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 議案第３１号 

○議長（清水顕志君） 日程第 13 議案第 31 号 枝幸町特別職の職員で非常勤のも

のの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたしま

す。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長高瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（高瀨雅之君） 議案書２ページでございます。 

議案第 31 号 枝幸町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例について。 

枝幸町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例を次のとおり制定する。 

令和８年６月 23 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本件は、先ほど選挙されました枝幸町選挙管理委員会委員及び補充員のうち、補充
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員の報酬を新設するものであります。また、本改正案につきましては、先月 29 日に

開催いたしました枝幸町特別職報酬答申議会においてご審議いただき、その答申を踏

まえて提案するものでございます。 

新設の理由につきましては、選挙管理委員会は委員４人のうち３人以上の出席がな

ければ会議が開くことができません。このため、委員の事故や業務等により必要な出

席人数を確保できない場合には、補充員を委員に充てることができることから、補充

員を、失礼しました、補充員を委員に充て、会議に出席した補充員に対する報酬を新

たに定めるものでございます。 

改正条例の内容につきましては、議案本文によりご説明申し上げます。なお、現行

及び改正後の該当条文につきましては、別冊の議案関係参考資料５ページから６ペー

ジをご参照願います。 

改めまして、議案書２ページをお開き願います。 

一部改正する条文は、別表第１中、選挙管理委員会の項を次のように改めるもので

ございます。 

選挙管理委員会の項中３行目、補充員の報酬として日額 6,000 円を新たに追加いた

します。 

次に、３ページの附則であります。施行期日につきましては、先ほど選挙されまし

た補充員の任期に合わせ、令和８年６月 24 日から施行するものでございます。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますよう

よろしくお願いいたします。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 31 号についてを採決します。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 31 号 枝幸町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。  

 

◎日程第１４ 議案第３２号 

○議長（清水顕志君） 日程第 14 議案第 32 号 枝幸町乳児等通園支援事業の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたしま

す。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課参事。 
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（町民課参事岡部智富美君 登壇） 

○町民課参事（岡部智富美君） 議案書の４ページをお開きください。 

議案第 32 号 枝幸町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について。 

枝幸町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例を次のとおり制定する。 

令和８年６月 23 日提出 枝幸町長。 

提案理由のご説明を申し上げます。 

本件は、国の関係法令との整合性を確保するとともに、用語の整理及び規定内容の

明確化を図るため、所要の改正を行うものです。 

改正条例の内容につきましては、議案参考資料によりご説明申し上げます。議案参

考資料７ページでございます。 

見出しを含む第９条、第 10 条及び第 13 条、８ページ上段、第 18 条において、

「乳児等通園支援事業者」を「乳児等通園支援事業所」に改める。 

７ページに戻りまして、第 13 条の見出し、虐待等の「防止」を「禁止」とし、第

16 条第１項第６号の「乳児、幼児の区分ごとの」を削り、同項７号中「開始」を

「開始及び」に改め、同号中「及び」を「その他の」に改める。 

８ページ、第 20 条第３項下段、「利用定員」のあとに「子ども子育て支援法（平

成 24 年法律第 65 号）第 27 条第１項又は第 29 条第１項の確認において定める利用

定員をいう」を加える。 

22 条の２、見出しを「設備及び職員の基準の特例」とし、「22 条の２ 子ども・

子育て支援法第 30 条第１項第４号に規定する特例保育を行う事業者が、当該特例保

育を行う事業所において一般型乳児等通園支援事業を行う場合には、前２条の規定は

適用しない。」を加える。  

９ページ、第 26 条の２行目に「この場合において、第 23 条中「一般型事業」とあ

るのは「余裕活用型事業」とし、第 24 条中「一般型事業を行う者」とあるのは「余

裕活用型事業を行う者」とする。」を削る。 

第 27 条１行目、「乳児等通園支援事業者及びその」の次に「乳児等通園支援事業

所の」を加える。 

附則でございますが、この条例は、公布の日から施行するとしております。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 32 号の提案理由及び内容の説明とさせ

ていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 32 号についてを採決します。 
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お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 32 号 枝幸町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 議案第３３号 

○議長（清水顕志君） 日程第 15 議案第 33 号 枝幸町特定乳児等通園支援事業の

運営に関する基準を定める条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課参事。 

（町民課参事岡部智富美君 登壇） 

○町民課参事（岡部智富美君） 議案書の５ページをお開きください。 

議案第 33 号 枝幸町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例に

ついて。 

枝幸町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例を次のとおり制定

する。 

令和８年６月 23 日提出 枝幸町長。 

提案理由のご説明を申し上げます。 

この条例は、特定乳児等通園支援事業が、子ども・子育て支援法第 54 条の３にお

いて、枝幸町、市町村が事業主体となって実施することとされており、事業の質及び

安全性を確保するため、各市町村において運営基準を条例で定める必要があることか

ら制定するものです。 

条例の内容につきましては、議案の条文によりご説明申し上げます。議案書５ペー

ジでございます。 

第１条は、この条例の趣旨について定めており、子ども・子育て支援法第 54 条の

３において準用する法第 46 条第２項の規定に基づく特定乳児等通園支援事業の運営

の基準に関し、必要な事項を定めるものとすると規定しております。 

第２条につきましては、特定乳児等通園支援事業者は、良質かつ適切な支援を提供

し、全ての子どもが等しく健やかに成長できる環境の確保を目指すことを基本原則と

しております。 

６ページ、第３条から第８条におきましては、利用定員の設定や利用申込み、利用

申込み時の面談、乳児等支援給付認定に係る確認及び申請支援について定めておりま

す。特に利用開始にあたっては、子ども及び保護者の心身の状況や養育環境を把握す

るため、保護者との面談を必須とし、事業内容は、事業内容や費用等について十分な

説明と同意を得ることとしております。 

第９条及び次ページ第 10 条では、支援の提供にあたって、子ども及び家庭の状況

を適切に把握するとともに、保育所等の特定教育保育施設との円滑な接続を図るため、

関係機関との連携に努めることを定めております。 

第 11 条では、支援の提供内容については記録を整備し、適切な管理を行うことと

しております。 
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第 12 条及び次ページ第 13 条では、特定乳児等通園支援に係る費用の支払い方や、

利用者への説明、領収書の交付などについて定めております。 

第 14 条から第 18 条では、保育内容の基本的な考え方、自己評価及び外部評価の実

施、相談対応、緊急時の対応、虐待防止、安全管理、事故防止対策など、事業の質及

び安全性を確保するための基本基準を総合的に定めております。 

第 19 条以降では、運営規定の整備、職員体制の確保、重要事項の掲示や情報提供、

公平な取り扱い、苦情解決などについて定め、利用者が安心して事業を利用できる体

制の確保を図っております。 

附則でございますが、この条例は、公布の日から施行するとしております。 

以上、大変雑駁でございますが、議案第 33 号の提案理由及び内容の説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 33 号についてを採決します。 

お諮りします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 33 号 枝幸町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を

定める条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第３４号 

○議長（清水顕志君） 日程 16 議案第 34 号 令和８年度枝幸町一般会計補正予算

についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 14 ページでございます。 

議案第 34 号 令和８年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和８年度枝幸町一般会計補正予算第１号は、別紙に定めるところによる。 

令和８年６月 23 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和８年度一般会計補正予算書第１号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億 5,093

万 1,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 132 億 1,893 万

1,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の
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歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正、第２条、地方債の変更は、第２表、地方債補正による。 

４ページをお開き願います。 第２表、地方債補正は変更が６件ございますが、起

債の方法、償還の方法については変更はございません。 

変更点は２点ございまして、１点目は、６件に共通する変更として利率でございま

して、補正前利率 3.5 パーセント以内を補正後利率 5.0 パーセント以内とするもの

でございます。変更理由としては、昨今の利率上昇を鑑みまして、借入利率、限度額

を引き上げるものでございます。 

２点目は、下段の過疎対策事業で、補正前限度額９億 5,660 万円を補正後限度額

10 億 2,380 万円に増額するものでございます。地方債補正は以上でございます。 

今回の補正予算につきましては、歳入では主に、各種事業に係る国・道支出金の交

付決定に伴う町債との財源調整、財源を補うための財政調整基金繰入金などを計上し

ております。歳出におきましては主に、畜産クラスター事業補助金を財源とした畜

産・酪農収益力強化整備等特別対策事業や、定住促進基金活用事業としての次世代住

宅建設支援事業、また、そのほか各種施策に係る経費など提案させていただいており

ます。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。10 ページを

お開き願います。歳入でございます。 

15 款国庫支出金、２項国庫補助金は 4,801 万 8,000 円の減額で、主な内内訳は、

国の補正予算による物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の交付決定などに伴い、

総務管理費補助金 698 万円の増額。社会資本整備総合交付金などの交付決定に伴い、

道路橋梁費補助金 5,674 万 8,000 円の減額でございます。 

16 款道支出金、２項道補助金は３億 2,822 万 2,000 円の増額で、内訳は、農業費

補助金３億 2,384 万 5,000 円、林業費補助金 437 万 7,000 円のそれぞれ増額でござ

います。 

17 款財産収入、２項財産売払収入は 549 万 5,000 円の増額で、不動産売払収入。 

19 款、１項繰入金は 9,366 万 4,000 円の増額で、主な内訳は、財政調整基金繰入

金 3,743 万 4,000 円、ふるさと未来応援基金繰入金 3,150 万円、定住促進基金繰入

金 2,000 万円のそれぞれ増額でございます。 

21 款諸収入、５項雑入は 436 万 8,000 円の増額。 

22 款、１項町債は 6,720 万円の増額で、主な内容は、先にご説明いたしました国

庫補助金の社会資本整備総合交付金などの交付決定に伴い、道路橋梁債として財源の

振替を行ったものでございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 127 億 6,800 万円に対し、４億 5,093 万

1,000 円を増額し、132 億 1,893 万 1,000 円とするものです。歳入は以上でござい

ます。 

続いて、歳出をご説明いたします。14 ページをお開き願います。  

１款、１項議会費は 56 万 8,000 円の増額で、議会運営経費でございます。 

16 ページです。２款総務費は 3,979 万 9,000 円の増額。内訳は、１項総務管理費

が 2,695 万 7,000 円の増額で、主なものは、17 ページ二つ目、一般行政事務経費

304 万 8,000 円、その下、広報経費 200 万円のそれぞれ増額。二つ置いて、次世代

住宅建設支援事業 2,000 万円の追加でございます。 
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18 ページ、２項徴税費が 1,280 万円の増額で、税務事務経費。 

４項選挙費が４万 2,000 円の増額で、選挙管理委員会委員経費でございます。 

20 ページになります。３款民生費は 1,616 万円の増額。内訳は、１項社会福祉費

が 1,568 万 5,000 円の増額で、主なものは、21 ページ上、保健福祉センター管理経

費 200 万円、一つ置いて、社会福祉事務経費 180 万円、一つ置いて、地域支援事業

702 万円、その下、外国人介護福祉人材育成支援事業 404 万円のそれぞれ増額でござ

います。 

20 ページに戻りまして、２項児童福祉費が 47 万 5,000 円の増額で、主なものは、

児童福祉事務経費の追加などでございます。 

24 ページになります。 ４款衛生費は 3,710 万 1,000 円の増額。内訳は、１項保

健衛生費が 4,474 万 9,000 円の増額で、主なものは、25 ページ上、医療技術者等就

学資金貸付事業 640 万円、一つ置いて、火葬場墓園管理経費 294 万 8,000 円、その

下、住環境整備事業 1,000 万円、その下、環境衛生事務経費 529 万 9,000 円のそれ

ぞれ増額でございます。 

24 ページに戻りまして、２項清掃費が 1,235 万 2,000 円の増額で、主なものは、

25 ページ下から二つ目、一般廃棄物埋立処分地施設管理経費 154 万円、その下、塵

芥処理対策経費 1,040 万 4,000 円のそれぞれ増額でございます。 

続きまして、28 ページになります。 ６款農林水産業費は３億 2,838 万 9,000 円

の増額。内訳は、１項農業費が３億 2,468 万 2,000 円の増額で、主なものは、29 ペ

ージ三つ目、畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業３億 2,384 万 5,000 円の追

加でございます。 

28 ページに戻りまして、２項林業費が 370 万 7,000 円の増額で、主なものは、29

ページ下から二つ目、循環型資源基盤整備強化対策事業 137 万 7,000 円、その下、

山林管理事務経費 233 万円のそれぞれ増額でございます。 

30 ページです。７款、１項商工費は 1,710 万円の増額で、内訳は、31 ページ上、

水産物鮮度保持・加工処理施設管理経費 910 万円、その下、保養施設等整備事業 800

万円のそれぞれ増額でございます。 

32 ページ、８款土木費は 200 万円の増額で、内訳は、１項道路橋梁費は補正額は

なく財源振替をしております。 

５項住宅費は 200 万円の増額で、公営住宅整備事業でございます。 

34 ページになります。10 款教育費は 981 万 4,000 円の増額。内訳は、１項教育総

務費が１万円の増額で教育振興事務経費。 

２項小学校費は 903 万円の増額で、主なものは、35 ページ三つ目、歌登小学校改

修事業 900 万円の追加。 

34 ページに戻りまして、４項社会教育費が 40 万 4,000 円の増額で、主なものは、

文化振興事務経費。 

５項保健体育費が 37 万円の増額で、社会体育振興事業でございます。 

36 ページになります。13 款、１項職員費は、補正額はなく財源振替をしておりま

す。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 127 億 6,800 万円に対し、４億 5,093 万

1,000 円を増額し、132 億 1,893 万 1,000 円とするものです。 

39 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 
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以上、令和８年度枝幸町一般会計補正予算第１号の内容説明とさせていただきます。 

なお、予算附属資料として普通建設事業補正予算一覧表を添付しております。また、

令和７年度建設工事等業者別発注額一覧表及び５月末現在の令和８年度建設工事等発

注額発注一覧表を参考資料として配布させていただきましたので、合わせてご参照願

います。 

それでは、よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、本案に提出する提案理由の説明が終わり

ました。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般についての質疑を許します。質疑はありま

せんか。 

６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） はい、何点かお伺いします。 

まず 17 ページのですね、下から３番目、次世代住宅建設支援事業助成金 2,000 万

円。これ、肉付けの予算になっていると思うんですが、これの内容、どのような形で

この 2,000 万円が出てきているのかをちょっと説明をお願いしたいと思います 

○議長（清水顕志君） はい、企画課長。 

○企画課長（中川一広君） ただいまの野口議員の質問にお答えいたします。 

今回、６月補正ということで、改選期、肉付け予算ということで、政策的な事業と

いうことで、今回、次世代住宅の建設支援事業につきましては、町長、改選後にです

ね、改めて判断をいただきまして実施するというようなことで、今回予算を計上させ

ていただいております。 

その上で、内容については、今までの次世代住宅の建設支援事業を踏襲しつつ、こ

れからですね、次世代住宅を建設する人を支援していくというようなことで制度を設

計しております。 

具体的に申し上げますと、５月の 27 日に全員協議会を開催させていただきました

が、その中でですね、新しい区分といたしまして、より環境性能の高い GX 志向型住

宅ということで加算項目を設けておりましたが、なかなかですね、これを超えるとい

う基準がなかなかハードルが高いということで、通常の ZEH 住宅に戻しております。 

ですから、今までの制度と大きく変わりない。その中で新たにですね、子育ての世

帯への加算、これを設けたというようなことでございます。 

いずれにいたしましても、内容・要件につきましては、複雑な基準等もありますの

で、企画課のほうまでお問い合わせいただければ、詳しい説明をさせていただきたい

というふうに考えております。 

○議長（清水顕志君） はい、６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） これは、決議されてからだとは思うんですけども。 

この内容についてね、なかなか難しい。おっしゃるとおり難しいので、これは広報

か何かで公表するっていうそういう予定にはなっているのか、そこの部分だけちょっ

と教えてもらえますか。 

○議長（清水顕志君） はい、企画課長。 

○企画課長（中川一広君） はい、野口議員のご質問にお答えします。 

この事業につきましては、これまでどおりの内容ということもありますので、業者

さんのほうで、ある程度内容のほうは、建築業者さんのほうでも把握されてるかと思
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います。 

制度につきましては、今回ですね、全体的な肉付け予算の中の政策的な事業で、住

環境整備事業、空き家の解体ですね、これと合わせて６月 30 日の日に広報折込みに

チラシを、広報にですね、折込みチラシを入れまして、町民周知をする予定となって

ございます。 

○議長（清水顕志君） はい、６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） わかりました。 

次の質問よろしいですか。 

○議長（清水顕志君） はい、どうぞ。 

○６番（野口洋郎君） 21 ページなんですが。21 ページ中ほどですね、外国人介護

福祉人材育成支援事業、これ 440 万ですね。補正前の額と合わせて 1,146 万ってい

うふうになっております。 

 

これの内容というか、これによって枝幸町にどういうメリットがあるのかというの

をちょっと教えていただきたいんですが。 

○議長（清水顕志君） はい、保健福祉課長。 

○保健福祉課長（有賀博輝君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

外国人介護人材育成支援事業につきましては、現在、枝幸苑のほうに２名、歌翠園

のほうに１名、外国人介護福祉人材が勤務されております。 

最大で７名いましたが、外国人介護人材が３名となりまして、施設としても確保す

るならばお願いしたいということで、この度の補正予算で計上させていただいており

ます。 

この計上した分については、令和 10 年の３月に卒業見込みの２名の外国人介護福

祉士を確保するよう予算計上しております。 

外国人介護福祉人材の方もですね、基本５年間の勤務という形で当初の条件であり

ましたが、枝幸町だけでなく他の町村でもですね、５年もたずに退職される方が多い

現状となっております。 

そのようなことから、東川町の外国人介護福祉人材支援協議会のほうでもですね、

対策を考えなければならないということから、令和８年度より５年間の縛りを３年以

上としまして、自治体の負担を一人当たり１年で 370 万円だったところを 286 万円

にするとともにですね、その差額の 84 万円につきましては、北海道社会福祉協議会

のほうから助成金を活用するとともにですね、それを学生に貸与するような形で、３

年未満で退職した場合には、外国人介護福祉士に返還金が生じるような形で、制度を

改正を行ったところであります。 

そのようなことからもですね、町としましても、介護福祉人材の確保に向けてです

ね、活用することによりましては交付税措置などもありますので、今後も、東川町の

外国人介護福祉人材の支援協議会のほうとも連携しまして、外国人介護福祉士の確保

に取り組んでまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） 人材がやっぱり少ないっていうことでいろいろ苦労があると

思うんですが、これ、今回の令和 10 年３月っていうことなんですけども、今、令和
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８年で、令和９年がありますが、これでは補充はされないという、そういう受け止め

でいいのかな。 

○議長（清水顕志君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 当初予算で２名分組んでまして、それが当初予算で

組んでる分が令和９年３月卒業分で２名組んでます。 

今回、差額というか、それで 10 年の３月分のまた２名、さらに２名っていう形で

４名分になります。今の予算、現状では、はい、そんな形になってます。 

以上です。 

○議長（清水顕志君） ６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） 今のは了解しました。引き続きよろしいですか。 

○議長（清水顕志君） はい、どうぞ。 

○６番（野口洋郎君） 35 ページです。35 ページ一番最後ですね、社会教育振興事

業でスポーツ合宿助成金 37 万っていうのが計上されてます。 

これに関連してなんですけども、今年の５月の６日にですね、大きな事故が起こり

まして、バスの事故ですね。死者が１名出て、20 数名が死傷、重傷負ったっていう

そういう事故があって。 

この件については、常任委員会のほうで説明されているとは思うんですが、ちょっ

と本会議のほうでですね、枝幸町の、なんていうか、指針っていうか、そういった部

分をちょっと説明して、町民の方のために説明していただければというふうに思いま

すので、ちょっと詳しめにお願いしたい。 

○議長（清水顕志君） はい、社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） それでは、野口議員のご質問にお答えいたします。 

バスとかですね、町の公用車の貸出基準についてちょっとご説明したいと思います。 

私ども社会教育のほうで持っているですね、少年団ですとか、あと、中学校の地域

クラブですとか、そういうところに、今、現在も車の貸出、マイクロバスやワゴン車

の貸出をしております。 

それで、昨年度までは、年３回までの貸出ということで縛りを設けておりましたけ

れども、それに関しては、今年度よりその縛りをなくしてですね、少年団、地域クラ

ブ、中学校の部分に関しては、町のマイクロバス、ワゴン車など空いてる場合は、貸

出というふうになっております。 

それで、その各団体に貸出すんですけれども、１回分については町のほうでガソリ

ン代のほうをみるような形でしております。その他については、各団体のほうでお願

いしている状況です。 

それと運転手に関しましては、基本的にはですね、保護者ですとか、地域の団体の

ですねコーチですとか、監督さんだとか、その辺の方が運転しているような状況であ

ります。 

いろいろ、本州のほうで部活動で事故があったというような件がございましたけれ

ども、枝幸町としましては、この貸出しについては、枝幸町自体、交通の便が悪くて

ですね、公共交通機関を使って遠征に行くとかっていうのがかなり難しい状況であり

ますので、この件に関しては、今までどおり、公用車の貸出しについては、していき

たいと考えております。 

以上です。 
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○議長（清水顕志君） はい、６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） はい、資料を見ますとですね、少年団、地域クラブ等の貸出

実績っていうのがありまして、この中で、29 人乗りのマイクロバスっていうのがあ

りますよね。 

これの、これを何度か貸出し、これが悪いとかそういうことではないんですよ。貸

出していて、運転手がほとんどの場合は指導者っていうふうになっていますよね。 

この前回の、前回のこの５月６日に起こった事故っていうのは、貸出の問題もあっ

たし、運転者の問題もあったして、いろいろと問題が多かったと思うんですが。 

これをですね、枝幸町では起こらないんだって、こういう安全管理をしてるから大

丈夫なんだって言えるところを、やはりあの保護者に対して、なんていうか言ってい

かなきゃいけないなと思うんですよね。 

その辺はどうなんでしょう。枝幸町としてはこういう対策を取っているので、この

少年団とかスポーツの関係の移動については安心なんですよっていう、そういう部分

をちょっとあれば言っていただきたい。 

○議長（清水顕志君） はい、社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） 野口議員の質問にお答えいたします。 

枝幸町としてはですね、まず公用車の貸出しということで、マイクロバスにせよ、

あのワゴン車にせよ、あの保険に、搭乗者保険に関しては、町のほうの保険を活用す

るということになっております。 

それと、あと、あの運転手さんの、あの確認なんですけれども、申請の段階で必ず

免許証のコピーを私どももらってます。それと、搭乗者名簿も必ずもらってます。そ

れによってですね、免許の有無の確認、その辺は必ずしております。 

それと車を貸し出すときにですね、なんていうんですかね、そのアルコールの呼気

検査の、あの機械も、あの、鍵と一緒に貸し出してですね、必ずその呼気検査をして、

運転手さんには呼気検査をして、あの、子どもたちを乗車をしてくださいっていうよ

うなことでの注意喚起をしております。 

大きなところでは、それぐらいでございます。 

○議長（清水顕志君） はい、６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） あの、何が心配かっていうのはね、要するにその運転される

方が、あの普通免許の方が、あの 29 人まで、30 人未満だから 29 人まで運転できま

すよね、確かね。 

それで、バスの運転の経験があるなしとかね、あの今までは乗用車ぐらいしか運転

してなかった方が、例えば 20 人も人を乗せてバスを運転するっていうのは、相当難

しいことになるっていうふうな危惧があります。 

あの枝幸からだとやっぱり高速道路を使って、例えば帯広だとか札幌だとかってい

う遠征がありますのでね、その辺の、なんていうのかな、その安全の担保っていうか、

そういった部分だと思うんですよね。 

そのアルコールの呼気検査の注意喚起をしてるとかっていう注意喚起では全然甘い

と思うし、その辺のなんていうか、ちょっと縛りをきつくする必要があるのかなって

いう気がするんだか、その辺はどうですかね、何か検討されていることがあるのであ

れば。 

○議長（清水顕志君） 社会教育課長。 
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○社会教育課長（米津功司君） はい、野口議員の質問にお答えします。 

マイクロバスに関してはですね、ある程度中型免許を持ってる方ということで、そ

れなりの普通免許の他の資格を持っているということで、その辺に関しては、あのチ

ェック機能を果たしております。 

あとですね、今回５月にあったそういう事件を踏まえて、新たなことはないのかっ

ていう部分でありますけれども、この辺に関してはですね、ちょっとうちのほうも、

あの、車を貸し出す、子どもたちに貸し出す部分、あと総務課のほうとしても、総務

課では、あの各団体に車を貸し出すということもございますので、その辺に関して、

お互いに協議をしてですね、どのような形で貸出の基準の許可をしていけばいいのか

っていうのは、ちょっとまだ、あの詰めてられていない状況ですので、その辺は詰め

てですね、あの、貸出のときには、基準を設けていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（清水顕志君） ちょっとよろしいでしょうか。 

私の記憶では、多分、中型といっても 10 名、10 名以上というような感じ方と思う

んですが、どうでしょう。  

６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） ちょっと私の記憶違いかもしれないですけど、あの僕の免許

は、あの、普通の免許を取ってるんですけども、年齢のせいか中型８トン未満ってい

うふうになってるんですね。これが、これだと確か運転できるんですよね。 

（「できません」と言う人あり） 

○６番（野口洋郎君） できないんですか。できないんですか。すいません、勘違い

です。 

じゃあ、その辺は、あの中型免許を持ってるっていう部分を確認してるっていうこ

とでよろしいですか。 

○議長（清水顕志君） はい、社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） そのへんに関して、野口議員の質問にお答えします。 

そのへんに関しては、あの限定解除ってあるらしいんですよ。それを限定解除され

てる方であればマイクロバス運転できる資格あるみたいですので、その辺はチェック

しております。 

以上です。 

○議長（清水顕志君） はい、６番野口議員。 

○６番（野口洋郎君） ちょっと勘違いで申し訳ありません。 

あの、今後、その協議をしていただけるということなので、その辺、あの、ぜひ詰

めていただければというふうに思います。 

以上で終わります。 

○議長（清水顕志君） はい、他にございませんか。 

はい、３番岩谷議員。 

○３番（岩谷隆行君） 33 ページじゃなかった。すいません。 

その前の 31 ページ、水産物保持加工処理施設管理費の設計委託料が約 2.5 倍にな

ってるんですけど、これは内容教えてもらえますか。 

○議長（清水顕志君） はい、水産商工課長。 

○水産商工課長（黒川勇人君） はい、ただいまの岩谷議員のご質問にお答えさせて
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いただきますが、あの、2.3 倍っていうのは。 

○議長（清水顕志君） 増えてんのは 910 万ぐらいですか。その点についてお聞きし

ますか。 

はい、水産商工課長。 

○水産商工課長（黒川勇人君） 失礼しました。ただいまのご質問にお答えいたしま

す。 

この度は、あの 910 万円、あの補正予算としてお願いしてございますが、こちらに

つきましては、水産物鮮度保持・加工処理施設のこのことのですね、屋上に設置して

おります冷凍冷蔵庫のですね、室外機３基でございますけども、こちらが経年劣化で

ですね交換が必要となってございます。 

それとですね、あと、あの隣接のあの屋上のですね防水も、あの劣化して、ちょっ

と雨漏りもですね、ちょっと若干生じていると指定管理者のほうからお聴きしており

ますので、これと含めてですね、この度は、あの実施設計っていうことで、委託料と

してですね、この施設改修にかかる分の実施設計として 910 万円をお願いさしていた

だいているものでございます。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、３番岩谷議員。 

○３番（岩谷隆行君） ぜひ、これは枝幸町の水産加工物の今後の事業のあれになり

ますので、しっかりと管理して、いいものを造ってください。お願いします。 

○議長（清水顕志君） はい、他にございませんか。 

はい、10 番小林議員。 

○10 番（小林正浩君） はい、10 番小林です。 

それではですね、まず、じゃあ 31 ページの今のやつの下のやつですね、保養施設

の整備事業、看板のこれ撤去で 800 万円必要だっていう、そういう認識でよろしいん

でしょうか。 

○議長（清水顕志君） はい、観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまの小林議員のご質問にお答えします。 

今回計上しました補正予算の概要でございますが、道道美深・中頓別線改良事業に

おきまして、健康回復村に通じます町道温泉通線との交差点付近にございます健康回

復村看板が支障物件となりまして、用地取得に伴う移設が必要となりました。 

現在の案内板は、腐食等劣化の進行が見られることから、撤去・新設することとい

たしますことから、その費用を 800 万円を補正予算に計上しております。 

なお、公共物補償の対象でございますので、移転補償費 250 万円についても歳入補

正予算に計上してございます。 

以上でございます。 

○議長（清水顕志君） はい、10 番小林議員。 

○10 番（小林正浩君）  確認なんですけれど、撤去をして、そして、いずれかの場

所に、看板は邪魔にならないとこに新設もされるんでしょうかね。 

その辺の確認をしたいんですが。 

○議長（清水顕志君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまのご質問にお答えします。 

議員おっしゃるとおり、撤去をして、新しく新設するものでございます。 
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○議長（清水顕志君） はい、10 番小林議員。 

○10 番（小林正浩君） はい、29 ページですね、上から三つ目ですね。 

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業ってことで、道支出金で、これ、行なわ

れるっていう認識なんですけれど、この内容が、フリーストール牛舎、搾乳ロボット、

バルククーラーなどがあるんですが、これだけではちょっと事業の全体像が見えない

んで、もう少し詳しい説明をしていただければと思います。 

○議長（清水顕志君） はい、農林課長。 

○農林課長（高瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

本事業につきましては、経営規模拡大に要する事業を行なう農家さんに対して、必

要な助成を行なう事業として、令和７年度国の補正予算で再開された事業であります。 

詳細につきましては、総事業費がですね７億 1,000 万を超えまして、それに対して

国の補助金ですね３億 2,384 万 5,000 円を補正で追加させていただいております。 

現在、個人でも法人化されてるんですけど、これまで個人で営農されて、大体、飼

養頭数が 111 頭程度。それをですね、５年かけて飼養頭数 289 頭まで増加させてで

すね、収入、規模拡大をするということで、息子さんもですね後継者としていらっし

ゃいますので、そういった経営規模拡大するということで、町としてもですね、間接

補助事業者として支援するということで、６月補正予算に予算を計上させていただき

ました。 

以上です。 

○議長（清水顕志君） はい、10 番小林議員。 

○10 番（小林正浩君） はい、大変良い事業だと思うんで期待します。 

これで質問終わります。 

○議長（清水顕志君） 他にありませんか。他に質疑なしと認めます。これで質疑を

終わります。 

これから討論を行ないます。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 34 号についてを採決します。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 34 号 令和８年度枝幸町一般会計補正予算については、原案

のとおり可決されました。 

１時間ほど経ちましたので、ここで休憩したいと思います。再開は 16 時 00 分から

お願いいたします。 

休憩 午後３時４４分 

再開 午後４時００分 

 

◎日程第１７ 議案第３５号 

○議長（清水顕志君） 休憩をとき、会議を再開いたします。 

日程第 17 議案第 35 号 令和８年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算につい
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てを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 15 ページでございます。 

議案第 35 号 令和８年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について。 

令和８年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第１号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和８年６月 23 日提出 枝幸町長。 

別冊の令和８年度介護保険事業特別会計補正予算書第１号の１ページをお開きくだ

さい。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 143 万円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億 4,349 万 8,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

今回の補正予算は、介護保険法の改正により、令和８年８月から特定入所者介護サ

ービス費の負担限度額等が引き上げられることとなり、それに伴い、既存の介護保険

システムの改修が必要になったことから、歳入歳出それぞれ関連予算を増額するもの

でございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げま

す。事項別明細書の 10 ページをお開き願います。 

２款国庫支出金、２項国庫補助金は 71 万 5,000 円を増額するもので、介護保険シ

ステム改修事業費補助金でございます。 

６款、１項繰入金は 71 万 5,000 円を増額するもので、事務費繰入金の増額でござ

います。 

下段の歳入合計では、補正前の額８億 4,206 万 8,000 円、補正額 143 万円の増額、

計８億 4,349 万 8,000 円とするものでございます。 

次に歳出でございますが、14 ページをお開きください。 

１款総務費、１項総務管理費は 143 万円を増額するもので、介護保険システム改修

業務委託料でございます。 

下段の歳出合計では、補正前の額８億 4,206 万 8,000 円、補正額 143 万円の増額、

計８億 4,349 万 8,000 円とするものでございます。 

以上で、介護保険事業特別会計補正予算書第１号の説明に変えさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般についての質疑を許します。質疑ありませ

んか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 
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○議長（清水顕志君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 35 号についてを採決します。 

お諮りいたします。本案については原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 35 号 令和８年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 報告第３号 

○議長（清水顕志君） 日程第 18 報告第３号 令和７年度オホーツク枝幸株式会社

の経営状況についてを報告願います。 

観光課参事。 

（観光課参事堀川 光君 登壇） 

○観光課参事（堀川 光君） 議案書 16 ページをお開き願います。 

報告第３号 令和７年度オホーツク枝幸株式会社の経営状況について。 

地方自治法第 243 条の３第２項の規定により、令和７年度オホーツク枝幸株式会社

の経営状況を別紙のとおり報告する。 

令和８年６月 23 日提出 枝幸町長。 

17 ページ、報告第３号別紙をお開き願います。オホーツク枝幸株式会社より提出

のあった令和７年度事業報告及び決算の主な内容について報告します。 

括弧１組織の状況でございます。 

オホーツク枝幸株式会社は、平成 29 年度から枝幸町の保養施設、南宗谷ゴルフ場

の指定管理者として運営を行っており、令和７年度からは新たに５カ年の指定管理協

定を締結し、１年目の運営を終えたところであります。 

従業員の状況として、３月 31 日現在の従業員数は、社員 31 名、パートタイム職員

43 名、派遣職員４名、計 78 名となっております。社員の採用は、パート職員からの

正社員登用１名を含む２名、退職は５名となっており、職員の高齢化などを背景に職

員及びパート職員の退職が増加している状況にあります。 

次に、17 ページ中段から 18 ページ中段までの括弧２保養施設の運営状況でござい

ます。 

宿泊部門では、両ホテルともに前年度実績を上回る宿泊者数を確保しましたが、ニ

ュー幸林においては前年度比 12 人増とほぼ横ばいで推移し、グリーンパークホテル

では 403 人増となっております。両ホテルともに 11 月以降の閑散期における利用者

の減少が顕著であり、年間を通じた安定的な宿泊者の確保が課題となっております。 

また、コテージの里の利用状況につきましては、コテージ宿泊者数が 884 人となり、

前年度比で 107 人増と前年を上回る実績となっております。 

入浴部門においては、近年のエネルギー価格の上昇や近隣施設の入浴料金の動向な

どを踏まえ、令和７年４月より両ホテルで入浴料金を引き上げて運用しております。

入浴者数実績では、ニュー幸林が前年度比 1,437 人の減となっており、特に９月、

10 月の２カ月間で約 1,800 人の大幅な減少が見られるなど、特定時期に顕著な落ち

込みが発生しています。一方で、グリーンパークホテルは前年度比 350 人増と前年を
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上回る実績となっております。 

次に、レストラン部門では、両ホテルにおいてレストラン利用者数及び宴会利用者

数で前年度実績を大きく下回る実績となっております。 

ニュー幸林では、レストラン利用者数が前年度比 3,808 人減となり、宴会利用者数

でも 412 人減少しており、レストラン部門全体で大幅な落ち込みが見られます。また、

グリーンパークホテルにおいてもレストラン利用者数が前年度比 914 人の減、宴会利

用者数も 51 人減少しており、レストラン部門全体として集客力の低下が課題となっ

ていることから、メニュー構成の見直しや季節イベントの強化、宴会需要の掘り起こ

しなど、利用促進に向けた取組が必要と考えられます。 

施設全体の利用状況について、ニュー幸林が前年度比 5,680 人減少した一方で、グ

リーンパークホテルが前年度比 74 人増とほぼ横ばいで推移しました。 

両ホテルともにレストラン部門の利用者減、利用者減少が施設全体の利用実績に影

響を及ぼしていることから、利用促進を強化することで、利用者数の回復を、回復に

努めてまいります。 

保養施設の決算状況について、ニュー幸林の売上高が前年度比 1.1 パーセント増と

微増となったものの、本業の利益を示す営業損益は、前年度に比べて損失幅が拡大す

る結果となりました。また、グリーンパークホテルにおいても、売上高は前年度比

0.6 パーセント増と同様に微増となったものの、営業損益については、ニュー幸林と

同様に損失幅が拡大しております。 

これらの要因としては、両施設ともに、派遣職員を含む人件費や光熱水費の上昇に

伴う経費の増加などが主な要因として挙げられます。 

18 ページ下段に移りまして、宿泊者数では、ホテルニュー幸林の宿泊者数が

18,594 人、前年度対比 0.1 パーセント増、グリーンパークホテルで 12,837 人、前

年度対比 3.2 パーセント増、コテージは 884 人、前年度対比で 13.8 パーセント増で

す。 

入浴者数は、ホテルニュー幸林で 51,220 人、前年度対比 2.7 パーセント減、グリ

ーンパークホテルで 16,347 人、前年度対比 2.2 パーセント増です。 

レストラン利用者数は、ホテルニュー幸林で 32,827 人、前年度対比 10.4 パーセ

ント減、グリーンパークホテルで 9,657 人、前年度対比 8.6 パーセント減となって

おります。 

19 ページ上段に移りまして、売上高及び利益はともに税抜きで、ホテルニュー幸

林が売上高２億 8,798 万 5,000 円で 933 万 2,000 円の営業損失、310 万 4,000 円の

経常利益となっています。うたのぼりグリーンパークホテルでは、売上高１億 4,353

万 4,000 円、4,220 万 4,000 円の営業損失、152 万 5,000 円の経常損失となってお

ります。 

次に、19 ページ中段の括弧３南宗谷ゴルフ場の運営状況でございます。 

令和７年度は５月３日から 11 月９日まで営業し、大きな事故等もなく、クローズ

まで無事にシーズンを終えることができました。しかしながら、利用者数は 3,169 人

で、前年度比 520 人の減、85.9 パーセントと前年度実績を大きく下回る結果となり

ました。 

内訳では、地区別で、町内利用者が 373 人減、町外利用者も 147 人減となりまし

た。また、利用区分では、会員利用が 150 人減少しており、法人会員が 118 人減と
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落ち込んでおります。さらに、会員以外のビジター利用も 249 人減少するなど、全体

的に利用者数が減少しております。 

新たなプランの導入やオープンコンペの開催など集客に向けた取組も実施しました

が、効果は限定的にとどまりました。利用減少の主な要因として、利用者の高齢化に

伴い来場回数が減少していることが挙げられます。 

こうした状況を踏まえ、今後も新規プレイヤーの獲得に向けた取組を強化するとと

もに、既存利用者の来場促進に向けた企画やイベントの充実により利用者数の回復を

図ります。 

南宗谷ゴルフ場の決算状況について、売上高は前年度比 13.7 パーセント減となり、

営業損益並びに経常利益は前年度に比べて損失幅を拡大しており、利用者数の減少に

伴う売上高の減少が主な要因として挙げられます。 

下段の表のとおり、利用者数は 3,169 人で、前年度対比 14.1 パーセント減、税抜

きの売上高は 1,346 万 8,000 円、1,674 万 6,000 円の営業損失、45 万 3,000 円の

経常損失となっております。 

20 ページのオホーツク枝幸株式会社、前者の貸借対照表につきましては読み上げ

での報告は省略します。 

次に 21 ページ、損益計算書、金額は税抜きでございます。 

はじめに、両ホテルの入浴料、宿泊料、ゴルフ場の使用料、食堂売店の収入など、

売上高合計は４億 4,498 万 6,910 円です。 

売上高から売上原価 8,118 万 896 円を差し引いた売上総利益は３億 6,380 万

6,014 円で、人件費や光熱水費などの販売及び一般管理費合計が４億 4,169 万

9,811 円、これを差し引いて 7,789 万 3,797 円の営業損失となっております。 

次に、営業外収益の主なものとして、町からの指定管理料繰入が 7,545 万 4,547

円、雑収入 310 万 8,714 円で、営業外収益合計は 7,865 万 3,661 円です。消費税清

算差額の営業外費用が６万 7,140 円で、営業損失に営業外収益、営業外費用を加減し、

69 万 2,724 円の経常利益となり、その後、固定資産圧縮損として 100 万円の特別損

失を計上、特別利益、法人税、住民税及び事業税を加減し、当期純利益は 100 万

2,276 円の損失となっております。 

なお、本決算につきましては、令和８年５月 29 日開催の令和８年度定時株主総会

にて承認されております。 

また、同日に開催された令和８年度第２回取締役会において、小原町長がオホーツ

ク枝幸株式会社の代表取締役に選任されましたことを合わせてご報告申し上げます。 

以上、経営状況の報告とします。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みとします。 

 

◎日程第１９ 報告第４号 

○議長（清水顕志君） 日程第 19 報告第４号 令和７年度枝幸町一般会計繰越明許費

繰越計算書についてを報告願います。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書22ページでございます。 
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報告第４号 令和７年度枝幸町一般会計繰越明許費繰越計算書について。 

地方自治法施行令第146条第２項の規定により、令和７年度枝幸町一般会計繰越明

許費繰越計算書について、別紙のとおり報告する。 

令和８年６月23日提出 枝幸町長。 

23ページの繰越計算書をご覧ください。繰越事業は全部で９事業ございます。 

１件目は、２款総務費、１項総務管理費の社会保障・税番号制度導入経費で、金額

及び翌年度繰越額は同額の413万2,000円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の

国・道支出金でございます。 

２件目は、２款総務費、１項総務管理費の次世代住宅建設支援事業で、金額及び翌

年度繰越額は同額の550万円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源のその他、定住

促進基金繰入金でございます。 

３件目は、２款総務費、１項総務管理費の情報システム標準化事業で、金額及び翌

年度繰越額は同額の132万円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の国・道支出金

でございます。 

４件目は、６款農林水産業費、１項農業費の公社営草地畜産基盤整備事業で、金額

及び翌年度繰越額は同額の2,555万8,000円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源

の町債が340万円、その他、受益者負担金でございますが2,207万3,000円、一般財源

が８万5,000円でございます。 

５件目は、６款農林水産業費、１項農業費の道営草地整備事業（担い手中核型）で、

金額及び翌年度繰越額は同額の1,365万円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の

国・道支出金が60万円、その他、受益者負担金でございますが1,245万円、一般財源

が60万円でございます。 

６件目は、６款農林水産業費、３項水産業費の荷捌き施設整備事業で、金額及び

翌年度繰越額は同額の１億969万1,000円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の

国・道支出金が8,227万 1,000円、その他、産業振興基金繰入金でございますが

2,742万円でございます。 

７件目は、７款商工費、１項商工費の中小企業者等雇用促進住宅建設支援事業で、

金額及び翌年度繰越額は同額の2,000万円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の

その他、ふるさと未来応援基金繰入金でございます。 

８件目は、８款土木費、５項住宅費の公営住宅整備事業で、金額及び翌年度繰越額

は同額の9,000万円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の国・道支出金が4,250

万円、一般財源が4,750万円でございます。 

９件目は、９款消防費、１項消防費の南宗谷消防組合負担金で、金額及び翌年度繰

越額は同額の8,812 万 4,000円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の町債が

6,990万円、一般財源が1,822万4,000円でございます。 

合計でございますが、金額及び翌年度繰越額は同額の３億5,797万5,000円、繰越

額の財源内訳は、未収入特定財源の国・道支出金が１億3,082万3,000円、町債が

7,330万円、その他が8,744万3,000円、一般財源が6,640万9,000円でございます。 

以上、簡単ではございますが、報告とさせていただきます。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みとします。 
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◎日程第２０ 報告第５号 

○議長（清水顕志君） 日程第 20 報告第５号、寄附採納についてを報告願います。 

総務課長。 

（総務課長高瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（高瀨雅之君） 議案書 24 ページでございます。 

報告第５号 寄附採納について。 

寄附採納について、次のとおり報告する。 

令和８年６月 23 日提出 枝幸町長。 

今回は、ふるさと未来応援寄附の令和７年度の実績であります。 

寄附額区分ごとに、件数、金額を報告します。 

まちづくり応援事業、２万 2,896 件、６億 2,516 万 3,300 円。 

福祉・医療応援事業、3,005 件、7,635 万 7,500 円。 

子育て・教育応援事業、8,857 件、２億 2,765 万 1,000 円です。 

３事業の合計では、３万 4,758 件、９億 2,917 万 1,800 円となっております。 

以上、内容を説明いたしましたが、ご寄附いただきました皆様に、この場をお借り

いたしまして厚くお礼申し上げ、報告といたします。 

○議長（清水顕志君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みとします。 

 

◎日程第２１ 閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 

○議長（清水顕志君） 日程第 21 閉会中の所管事務調査の実施に係る各委員長報

告書、並びに監査委員から例月出納検査の報告書が、それぞれ資料配布のとおり議長

宛てに提出されております。 

また、今定例会以降の閉会中の継続調査の申出については、各常任委員長及び議会

運営委員長から所管事務調査としてそれぞれ議長宛てに提出がありましたので、申出

のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

したがって、閉会中の継続調査の申出のとおり決定いたしました。 

ここで一旦、暫時休憩いたします。 

休憩 午後４時２４分 

再開 午後４時２４分 

 

◎追加日程第１ 意見案第２号 

○議長（清水顕志君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

予定されていました本定例会の会議に付された事件は終了したところでありますが、

ただいま野口洋郎議員ほか２名の賛成議員より、意見案第２号として、物価上昇に見

合う年金等の引き上げを求める意見書の提出がありました。 

これを日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題にしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 
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したがって、意見案第２号 物価上昇に見合う年金等の引き上げを求める意見書を

日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とすることに決定いたしました。 

追加日程第１ 意見案第２号 物価上昇に見合う年金等の引き上げを求める意見書

を議題とします。 

お諮りします。意見案第２号につきましては、本会議での採決を省略し、所管の常

任委員会であります総務民教常任委員会に付託して審査することにしたいと思います。 

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見案第２号については、総務民教常任委員会に付託して審査するこ

とに決定いたしました。 

なお、総務民教常任委員会におかれましては、閉会中に本委員会を開催し、慎重な

審議のもと、「採択とすべきもの」又は「不採択とすべきもの」のいずれかについて

を本委員会で決定され、令和８年第３回定例会において、その結果について委員会報

告していただきます。 

その委員会報告後に、本会議において正式に採決することとなります。 

よろしくお願いいたします。 

 

◎閉会宣言 

○議長（清水顕志君） これで、本定例会の会議に付された事件はすべて議了いたし

ました。 

会期は１日残っておりますが、会議規則第７条の規定により本日で閉会したいと思

います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（清水顕志君） 異議なしと認めます。 

 本定例会は、本日で閉会することに決定いたしました。 

本日の定例会、大変ご苦労様でした。 

私の議長就任のときにも挨拶にありましたように、あくまで議長は中立・公平な立

場でございます。その上で本日の定例会の私の実直な感想を述べさせていただきます。 

本日の令和８年度町政執行方針は、町長の初の町民に対してのお言葉でありました。

いわゆる町長にしてみますと大事な所信表明だと思います。町民の皆さまがどのよう

にお感じになったのかは、ご想像にお任せする次第であります。 

また、議員の一般質問の中でも触れていました副町長の件、今の枝幸町民の関心事

は、副町長が不在の件だと私も思います。 

私の記憶が正しければ、北海道 179 市町村のうち枝幸町を除き３町１村が副町村長

が不在です。副町長不在となれば、重要な計画の策定、それに基づく政策の立案や施

行など、町政が円滑に進めることができるのかどうかと町民に不安を募らせることに

もなりますので、早急に副町長お決めになっていただくことを切に願っております。 

以上で会議を閉じます。令和８年第２回枝幸町議会定例会を閉会いたします。 

大変ご苦労様でした。 

 

（閉会 午後４時２９分） 
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地方自治法第１２３条の規定によりここに署名する。  
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